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ふるさと応援寄附金の状況／ふるさと功労賞授与

自治振興区の再編が進んでいます

シリーズ「庄原市まちづくり基本条例」／

婚活イベントスタッフ募集

メール119サービス開始／安心・安全な毎日のために
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特集　決定！平成 24年度予算

高野に「道の駅」を整備

庄原中学校校舎完成

市内７カ所で空間放射線量を測定しています

シリーズ「私にもできる獣害対策」

個人住民税併任徴収を実施します

地域の宝を磨き上げます～ｎｅｘｔさとやま博～
各種相談員があなたの相談をお受けします

外国人住民の登録制度が変わります
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　端午の節句を前に、市内のあちらこちらで鯉のぼりが上が

り始め、子どもたちが鯉のぼりの下で元気に遊ぶ光景を多

く目にしました。写真は、西城町小鳥原の鋳鍋和希（いなべ

かずき）ちゃん（２カ月）と母の真奈美さん。ぽかぽか陽気に

ウトウトする和希ちゃんでした。
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決定！平成２４年度予算！！
平成２４年度予算！！

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市の創造に向けて
　庄原市の１年間のお金の使い方をまとめた平成 24 年度予算が決定しました。
　税収や地方交付税の大幅な減額が見込まれる中、限られた財源を効率的・効果的に活用し、「協働のま
ちづくり」「安心安全の暮らしづくり」「子育て支援・教育環境の整備」などに重点を置いた予算としました。
　“ げんき ”と“ やすらぎ ”のさとやま文化都市の創造に向けて、庄原市のお金はどのように使われてい
くのかを、「お財布がまちゃん」と一緒に解説します。

歳　入
　市税は、市民税が微増するものの、固定資産税や市たばこ税は減収となる見込みです。地方交付税は、
公債費 ( 借入金の返済 ) の減少などにより、前年度と比較して約 1.7 億円の減額を見込んでいます。市
債は、とうじょう自治総合センターや保育所の整備、小・中学校改築事業などの大型事業があるため、
前年度比 18.8% 増となります。

（－9億2,977万円）

○地方交付税
所得税、法人税、消費税などの国税収入の
一部を国が自治体へ交付します。
○市債
公共施設整備のための借入金です。主に
ハード事業に充てられます。
○諸収入など
保育料、市営住宅使用料、貸付金の返還金、
貯金に当たる基金からの繰入金などです。

37億 5,497万円
(－6,306万円 )

155億 2,465万円
(－1億 6,940万円 )

46億 1,043万円
(－11億 421万円 )

51億 2,606万円
(+8億 963万円 )

10億 145万円
(－1億 1,035万円 )

15億 6,694万円
(－2億 9,239万円 )

諸収入など4.9％
地方譲与税など3.2％

市債16.2％

国・県支出金14.6％

地方交付税49.2％

市税11.9％

一般会計歳入

用語説明

歳入の 49.2% は国からの地方
交付税で構成されているんだ
ね ! 地方交付税は、所得税、法
人税、消費税、酒・たばこ税の
一部がもとになっています !

歳　出
　扶助費は、障害福祉サービスや保育所に関する事業費が増加しましたが、子ども手当の制度改定によ
り全体では減少しています。
　普通建設事業費は、とうじょう自治総合センターや高野観光交流ターミナル「道の駅」（仮称）、庄原保
育所・高野保育所（仮称）などの整備が行われることから増額となっています。公債費負担適正化計画
による計画的な借入に努めてきたことにより、借入金の返済額（公債費）は減少しています。

○扶助費
生活保護、子ども手当や高齢者・乳幼児の
医療費などです。
○普通建設事業費
道路、学校、各種公共施設の建設費などです。
○補助費
各種団体などへの補助金、負担金です。

44億 8,930万円
(－2億 1,743万円 )
38億 5,207万円
(－2億 5,193万円 )
31億 8,217万円
(－2,661万円 )
42億 3,242万円
(－4,492万円 )
64億 6,281万円
(+8億 7,891万円 )
1億 2,896万円
(－10億 5,137万円 )
63億 7,754万円
(－1億 9,506万円 )
4億 8,217万円
(－1億 4,536万円 )
23億 7,705万円
(+1億 2,401万円 )

一般会計歳出

用語説明

返済元金(公債費のうち57億円)
に比べて、借入額(歳入の市債 51
億円 )が少ないから、市債の残高
が減っていくんだね !

(　) は前年度比

(　) は前年度比

(　) は前年度比

貸付金・出資金1.5％
繰出金など7.5％

公債費20.2％

災害復旧事業費0.4％

普通建設事業費20.5％

補助費など13.4％

扶助費10.1％

物件費・維持補修費12.2％

人件費14.2％

平成24年度　全会計予算規模

一般会計

特別会計

企業会計

総　 額

福祉、教育、インフラ整備などを進める基本的会計

市が経営する上水道、西城市民病院の2会計

特定事業を進める14会計
（国民健康保険、介護保険、下水道など）

※金額は万円未満を四捨五入していますので、
　内訳の合計は必ずしも一致しません。

平成24年度の
一般会計予算は

315億8,450万円（2.9%減）

135億9,218万円（1.6%増）

25億6,951万円（1.5%増）

477億4,619万円（1.4%減）

……… ………

　予算は 1 年間の収入と支出の見込みを表したものです。中でも、一般会計は市税や国・県から
の支出金などを財源としており、皆さんに最もかかわりの深い予算です。

　市が行う仕事の大部分は一般会計

でまかなわれています !

　それでは一緒に一般会計の内容に

ついて見てみましょう !

※「子ども手当」は、平成24年4月分から
　「児童手当」として支給されます。

特集特集

315億8,450万円
前年度比2.9%減

315億8,450万円

（－9億2,977万円）
315億8,450万円

お財布がまちゃん

財政課財政係　☎０８２４−７３−１１２９
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重点戦略プロジェクト

協働の力で笑顔が輝くまち（自治・協働）
自然との共生で暮らしが輝くまち（環境・基盤・定住）

さとやま資源の活用で地域が輝くまち（産業・交流）
庄原市観光振興総合事業（感動！観光振興プロジェクト）

４,２６８万円
　 庄 原 市 観 光
協会に市内全域
の観光事業を業
務委託し、さまざ
まな取り組みを
展開することで、
市民が主役の儲
ける観光の仕組
みをつくります。

新規就農者育成事業奨励金（農業自立振興プロジェクト）

288 万円
　市内指定農家などで行う研修期間（２年以内）と研
修後１年以内に就農または市内農業生産法人へ就
職する者に対し、奨励金を交付します。

地域づくりリーダー育成事業

177 万円
　市民と行政の協働
のまちづくりに不可欠
な地域リーダーを、実
践的なテーマのもとで 
の講座・研修を通じて
育成します。
●地域づくり実践研修
会の参加補助
●女性リーダー育成事
業など

地域おこし協力隊

１,１９０万円
　都市部の方を地域おこし協力隊員として地域に受け
入れます。隊員の方には、農業活動や特産品開発など
を通し、地域おこしの一員として活動してもらうことで、
地域の活性化や定住の促進を図ります。

とうじょう自治総合センター整備事業

5 億 7,133 万円
　老朽化した東城文化会館と東城町老人福祉セン
ターを解体し、とうじょう自治総合センターとして建て替
え、東城地域の自治振興区活動や生涯学習活動など
の拠点として充実を図ります。
　今年度内の完成を目標とし、本体工事と備品などの
整備を行います。

防災マニュアル・ハザードマップの作成

１,１７６万円
　市内で発生する可能
性がある災害の情報や
防災対策などの情報をま
とめた防災マニュアルと、
市全域の土砂災害の危
険個所、洪水による浸水
想定区域などを掲載したハザードマップを作成し、配布
します。

住宅用太陽光発電システム設置事業補助金

１,１２１万円
　市内の住宅へ太陽光発電設備を設置する者に対し
て、経費の一部を助成し、自然エネルギーの利用を促
進するとともに、市民の環境保全意識の向上を図りま
す。
　県の補助は２３年度で終わりましたが、市が単独で継
続します。

庄原市消費生活センター相談業務

５９９万円
　複雑・多様化して件数も増加傾向にある消費生活相
談に対し、相談員を配置して迅速な被害者救済、消費
被害の未然防止、消費者教育などの取り組みを一層
進め、消費者の生活の安定と向上を図ります。

未来創造事業

５,３６８万円
　高野観光交流
ターミナル「 道の
駅」（仮称）という、
交流人口増加の
チャンスをもたらす
新たな資源を起爆
剤として、農業と観
光を基軸とした地域の活性化を目標とし、高野地域の
資源活用によるブランド構築や地域ブランドの顧客獲
得に向けた道の駅の魅力向上を図ります。

中心市街地にぎわい再生

２,５１５万円
　「街の顔」としての役割を担う中心市街地のにぎわい
再生を目標として、市民参加によるまちづくり活動を積
極的に推進し、地域の歴史・文化などの地域資源を活
用した中心市街地の活性化を図ります。
●まちなか活性化補助金など

農業生産法人の育成

２,５２６万円
　持続的な農業経営を推進するため、農業生産法人
など、多様な農業の担い手を育成し、集落農業や集落
の農地の保全・有効利用を進めるとともに、農業外企業
による農業法人参入を進めることにより、地域農業の振
興を図ります。

長期総合計画に基づき、地域の特色を活かしたまちづくりを進めます重点施策

新規

新規

新規

拡充

市は５つの重点戦略プロ
ジェクトを進めています！
プロジェクトの中から、新
規・拡充事業の一部を紹
介します！

笑顔が輝くまちづくりを目標
に、地域を元気にする取り
組みに力を入れます！

災害対策の充実や循環型
社会の構築を進めること
で、安全・安心に暮らしてい
けるまちづくりを進めます！

重点戦略プロジェクト
○農業自立振興プロジェクト
○木質バイオマス活用プロジェクト
○まっとるよ！庄原定住プロジェクト
○感動！観光振興プロジェクト
○高野観光交流ターミナル「道の駅」（仮称）の整備

市内にある地域資源を十分
に活用できるような事業を
充実させていくよ！

平成２４年度予算！！特集
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ふるさとを愛する心で人が輝くまち（教育・文化）

その他の新規事業

庄原中学校改築事業

2 億 8,463 万円
　庄原中学校の校舎・屋体（武道場含む）を全面改築

（建替）し、安全・安心な学校づくりを図ります。
　昨年度の新校舎建築に引き続き、本年度は敷地整
備工事や備品購入などを行います。

スポーツ振興・各種スポーツ大会の開催

４,４４１万円
　健康で活力のある生活を営めるよう、「市民ひとり１
スポーツ」の実現を目指して、各種スポーツ活動への参
加機会の拡充を図るとともに、小・中学生の競技力の向
上に努めます。
●レベルアップスポーツ教室など

小学校の整備

４億６,１５５万円
　安全・安心な教育環境を整備するため、小学校の改
築工事などを行います。

【庄原小学校】地質調査、基本設計
【美古登小学校】耐震改修工事
【東城小学校】改築・解体工事の実施設計、改築工事
などへ一部着手

【小奴可小学校】プール移転のための地盤調査、さく井
工事

自主防災活動への補助

1,000 万円
　自主防災組織
の設立促進や活
動支援などを行
い、地域の防災力
の向上と防災意
識の高揚を図るこ
とを目的に、自主
防災組織へ補助金を交付します。

文化振興・博物館の充実

３７２万円
　庄原市の郷土・歴史をより深く知ってもらうため、比和
自然科学博物館地学分館の開館や庄原市民俗芸能
大会の開催を行います。

文化施設の整備

1 億 3,367 万円
　利用者の利便性向上を図り、より活発に地域振興活
動が行えるように、市民会館の空調設備の改修や図書
館東城分館の整備を行います。

庄原市学校体験活動事業

９０万円
　市内の小学校にはない環境・文化をもつ地域（島しょ
部など）との体験交流を通して、コミュニケーション能力
の向上や豊かな心の育成を図ります。

こだわり米産地育成モデル事業補助金

２００万円
　消費者が求める
低農薬、低化学肥
料など、安全・安心
な米づくりを基本に、
さらにこだわりをもっ
た米を地域ぐるみ
で栽培するために
必要な資材や機械
などを支援し、こだ
わり米の産地を育
成します。

新規 新規

新規

新規

新規

子どもたちがのびのびと元
気に過ごせるような取り組
みを充実させるよ！

市が新たに取り組む事業を
紹介します！

心と体の健康づくりで命が輝くまち（保健・福祉・医療）
発達支援事業

1,151 万円
　健康診査や成
育のなかで何ら
かの発達支援や
観察が必要な子
どもに対しては、
専門機関と連携
して遊びや集団
でのかかわりを通して発達を促します。
　また、育児不安のある保護者などの相談に応じ、個
別のかかわりや専門的な助言、保護者同士の交流によ
り育児不安の軽減を図ります。

健康増進の取り組み

5,283 万円
　各種健診事業への助成や、健康教育・相談などの啓
発事業を通じて、市民の健康づくりを推進します。
●高血圧対策
●子宮頸がん・大腸がん検診の推進
●食育推進事業など

休日急患センターの整備

１億円
　休日の診療は、参加医療機関の減少や開業医師の
高齢化、さらには後継者不足などの現状から、「休日急
患センター」を庄原赤十字病院周辺に整備し、休日診
療体制を安定的に維持します。

新規

新規

医療や福祉を充実させ
て、みんなが幸せに暮ら
していけるまちづくりを
進めていきます！

地学分館完成イメージ図

庄原市の市債残高
　グラフは各年度末の市債残高（一般
会計）を表しています。平成２３年度以降
は見込みです。
　平成２４年度末の市債残高の見込み
は４６０．１億円となっています。平成１７年
度末の５７４．４億円から比べると１１４．
３億円の減少となる見込みです。

これからも、各年度の
市債発行額を抑えて、
市債残高を減らすよう
計画的な財政運営に
努めていきます！

気になる！ 市債残高の推移（一般会計）

平成２４年度予算！！特集

− 114.3 億円
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高野に「道の駅」を整備
平成 25 年春オープンを目指す

　中国横断自動車道尾道松江線の開通にあわせて整備を
進めている高野観光交流ターミナル「道の駅」（仮称：以下

「道の駅」）の基本設計がまとまりました。
　この「道の駅」は、高野インターチェンジ付近の約２．７㌶
の敷地に駅舎や駐車場（普通車４０台、大型車１３台）、緑地
広場などを整備し、来年春のオープンを目指しています。

「道の駅」 館内計画平面図

「道の駅」 駅舎鳥瞰図

構想（仕組み）

除雪用地 小型駐車場

大型駐車場

調整池

駅 舎

雪 室

加工室 加工室

農産物・特産物販売所

事務スペース等

情報休憩コーナー
多目的スペース

ファストフードレストラン

厨　房

交　 流
スペース トイレ

高野に「道の駅」を整備
平成 25 年春オープンを目指す

高野中学校

下高郵便局

高野 IC

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

高野小学校
至松江至松江

至口和至口和

市高野支所
高
野
郵
便
局至

三
次

至比和

大鬼谷オート
キャンプ場

39

432

道の駅

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

松江・出雲

高野 IC

広島・尾道

道の駅

地域のコア（核）
北の玄関口

●休憩機能
●情報発信機能
●地域連携機能
●生活利便機能
●資源活用機能

●地域経済活性化機能
＋

「高野地域」
個性

地域へいざなう

地域が
使う 地域を回遊

地域を回遊

回遊

庄原
口和
比和…

…

地域へいざなう

道の駅へ
いざなう

道の駅を活かす

「道の駅」 位置図

庄
原
市
の「
北
の
玄
関
口
」

尾
道
松
江
線
が
開
通

　

尾
道
松
江
線
は
国
が
整
備
す
る
無
料
の

高
速
道
路
で
、三
次
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）か
ら
吉
田
掛
合
Ｉ
Ｃ
ま
で
が
平
成
24
年

度
末
ま
で
に
開
通
し
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、尾
道
松
江
線
の

１
日
当
た
り
の
計
画
交
通
量
は
７
、３
５
０

台
と
推
計
。こ
の
尾
道
松
江
線
の
開
通
を
起

爆
剤
と
し
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、高

野
イ
ン
タ
ー
チ
ェン
ジ（
Ｉ
Ｃ
）付
近
に「
道
の

駅
」を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

本
路
線
は
本
線
上
に
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

を
設
置
し
な
い
こ
と
か
ら
、こ
の「
道
の
駅
」

が
道
路
利
用
者
の
た
め
の
休
憩
機
能
や
情

報
発
信
機
能
な
ど
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

ま
た
、庄
原
市
の「
北
の
玄
関
口
」の
顔
と

し
て
機
能
す
る
こ
と
で
、多
く
の
観
光
客
を

呼
び
込
み
、さ
ら
に
庄
原
市
全
体
に
人
を
い

ざ
な
い
、市
内
全
体
を
盛
り
上
げ
る
き
っ
か

け
と
な
る
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

「
道
の
駅
」機
能
を
充
実

■ 「
道
の
駅
」の
基
本
機
能 

■

　
「
道
の
駅
」は
、誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
一
定
以
上
の
水
準
を
確
保
す
る

た
め
の
登
録
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、道

路
利
用
者
の
た
め
の「
休
憩
機
能
」、道
路

利
用
者
や
地
域
住
民
の
た
め
の「
情
報
発
信

機
能
」、「
道
の
駅
」を
き
っ
か
け
に
来
訪
者

と
地
域
、あ
る
い
は
地
域
と
地
域
が
連
携
し

※イメージであり、
　一部変更する場合があります。

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
の「
地

域
連
携
機
能
」を
併
せ
持
つ
こ
と
が
採
択
基

準
と
な
って
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
機
能
で
は
、地
域
住
民
が
漬

物
講
座
や
ジ
ャ
ム
づ
く
り
体
験
を
開
催
す
る

な
ど
、来
訪
者
と
の
会
話・交
流
を
大
切
に

し
な
が
ら
、フ
ァ
ン・リ
ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
目

指
し
ま
す
。

■ 

地
域
の
コ
ア（
核
）の
実
現 

■

　

収
穫
祭
や
地
域
を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

開
催
な
ど
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
リ
ズ
ム

を
推
進
し
、地
域
の「
誇
り
」や
地
元
学（
歴

史
、文
化
、達
人
な
ど
）を
Ｐ
Ｒ
し
、来
訪
者

が
地
域
の
良
さ
を
体
感
す
る
こ
と
で
交
流

を
促
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
道
の
駅
」の
基
本
機
能
を
踏
ま

え
、高
野
地
域
の
立
地
条
件
や
自
然
環
境
、

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、人・モ
ノ・情

報
を
結
ぶ
新
た
な
拠
点・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
、ま
ち
の
元
気
を
生
み
出
す「
地
域

の
コ
ア（
核
）」の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

り
ん
ご
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
駅
舎

■ 

個
性
を
生
か
し
た
外
観 

■

　

駅
舎
は
木
造
平
屋
建
て
で
、床
面
積
は
約

１
、１
０
０
平
方
㍍
。外
観
は
、高
野
特
産
の

り
ん
ご
を
連
想
さ
せ
る
形
状
と
し
ま
し
た
。

　

屋
根
は
雪
を
落
と
さ
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
構

造
と
し
、人
の
通
る
エ
リ
ア
の
安
全
を
確
保

す
る
と
同
時
に
、除
雪
の
手
間
を
最
小
限
に

抑
え
ま
す
。

■ 

交
流
を
生
む
多
機
能
空
間 

■

　

駅
舎
に
は
、ト
イ
レ
、情
報
休
憩
コ
ー
ナ
ー
、

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、農
産
物・特
産
物
販
売
所

な
ど
を
配
置
し
ま
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
は
北
側

に
設
け
、高
速
道
路
や
中
国
山
地
の
山
並
み

の
景
観
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
サ
ー

ク
ル
活
動
の
発
表
な
ど
を
開
催
。情
報
休
憩

コ
ー
ナ
ー
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
道
路・観
光・地

域
情
報
の
発
信
に
努
め
、観
光
情
報
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
高
原
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
、

豊
富
な
山
の
幸
を
中
心
と
し
た
メ
ニュ
ー
を

基
本
と
し
、地
元
特
産
の
り
ん
ご
や
夏
い
ち

ご
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
な
ど
も
提
供
し
ま

す
。

　

農
産
物・特
産
物
販
売
所
は
、豊
富
な
生

産
量
を
誇
る
大
根
や
り
ん
ご
を
は
じ
め
、旬

の
野
菜
や
果
物
、加
工
品
な
ど
を
販
売
。フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
や
加
工
室
で
は
、こ
の
販
売
所

と
連
携
し
、地
産
地
消
メ
ニュ
ー
や
食
文
化

の
伝
承
な
ど
、こ
の「
道
の
駅
」な
ら
で
は
の

商
品
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

■ 

雪
資
源
の
活
用 

■

　

高
野
地
域
に
と
って“
や
っ
か
い
物
”で
あ
っ

た
雪
を
逆
に
地
域
活
性
化
に
活
用
で
き
る

よ
う
、雪
室
を
敷
地
内
に
整
備
し
、産
品
や

加
工
品
を
雪
室
保
存
商
品
と
し
て
高
付
加

価
値
化
す
る
こ
と
で
販
売
促
進
に
つ
な
げ

ま
す
。
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道
の
駅
管
理
運
営
協
議
会
委
員
に
聞
く「
ど
ん
な
道
の
駅
に
し
た
い
？
」

プロフィール
1953 年長崎県佐世保市
生 ま れ。 大 学 卒 業 後、
長 崎 の 百 貨 店 に 入 社。
在籍 20 年の間、食料品
のバイヤーや飲食業の
立ち上げを行い、マー
ケティング 会 社 などを
経て独立。直売所甲子
園 2011 グランプリに輝
いた「道の駅たちばな」
や「九州のムラ市場」を
はじめ、直売所の企画・
プロデュース、特産品開
発などを手がける。

「まちを元気にする道の駅」

「農業が元気なまちを発信」

「心地よさでイメージ向上を」

「観光プラットフォームに」

道の駅管理運営
協議会会長

松
ま つ し ま よ し は る

島義治さん

高野町あとつぎ会
会長

馬
ま ぶ ね

舩純
じゅんいち

一さん

高野地域づくり未来塾
副塾長

前
ま え だ

田万
ま り こ

里子さん

庄原市観光協会
事務局長

吉
きっかわ

川理
り え

恵さん

　

私
た
ち
市
民
の
声
を「
道

の
駅
」の
整
備
や
運
営
に
反

映
し
、市
民
の
皆
さ
ん
に
愛

さ
れ
る「
道
の
駅
」と
な
る

よ
う
熱
心
な
議
論
を
続
け

て
い
ま
す
。新
た
な
地
域
振

興
の
場
と
し
て
、「
道
の
駅
」

の
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に

多
く
の
市
民
が
か
か
わ
り
、

「
ま
ち
の
元
気
づ
く
り
の

場
」に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

徹
底
し
て
市
内
産
品
の

充
実
に
こ
だ
わ
り
、地
産

地
消
は
も
ち
ろ
ん
、「
道
の

駅
」
を
流
通
の
拠
点
と
し

て
、「
農
業
が
元
気
な
庄
原

市
」を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
。
そ
し
て
、食
育
や

体
験
農
業
な
ど
、消
費
者
と

の
交
流
を
進
め
、「
農
業
と

観
光
で
メ
シ
が
食
え
る
ま

ち
」を
実
現
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
「
道
の
駅
」の
第
一
印
象

を
決
め
る
の
は「
ト
イ
レ
」

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。清
潔
感

を
保
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
を
設
置
す

る
な
ど
、話
題
と
な
る「
ト

イ
レ
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。ま
た
、眺
望
の
よ
い
レ
ス

ト
ラ
ン
で
ゆ
っ
く
り
と
食
事

が
楽
し
め
る
な
ど
、居
心
地

の
良
さ
で
イ
メ
ー
ジ
向
上

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
議
に
出
席
し
、い
つ
も

高
野
の
人
の
地
域
に
対
す

る
熱
い
思
い
と
パ
ワ
ー
に
は

感
心
し
て
い
ま
す
。情
報
発

信
機
能
と
着
地
型（
体
験

型
）
観
光
の
窓
口
機
能
を

充
実
さ
せ
て
、「
道
の
駅
」

が
市
内
外
の
人
や
資
源
、情

報
を
つ
な
ぐ
観
光
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う
、庄

原
市
観
光
協
会
と
し
て
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

市
内
産
品
の
充
実
が
カ
ギ

　

訪
れ
る
人
々
は
、「
道
の
駅
」や
直
売
所
を
見

て
、そ
の
地
域
の
人
々
の
生
き
ざ
ま
を
感
じ
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、高
野
地
域
を
は
じ
め
と
し
た
市

内
産
品
の
品
揃
え
の
充
実
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

現
在
直
売
所
ブ
ー
ム
に
のって
、直
売
所
と
い

う
名
の
巨
大
ス
ー
パ
ー
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。し
か
し
、そ
の
直
売
所
は
、全
国
各
地
か

ら
仕
入
れ
を
行
う
た
め
、「
地
元
農
家
は
儲

道
の
駅
管
理
運
営
協
議
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

碇い
か
り　

孝た
か
ひ
ろ洋

さ
ん

か
っ
て
い
な
い
」と
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

何
の
た
め
に
こ
の
施
設
を
建
て
る
の
か
。こ
の

意
味
を
よ
く
理
解
し
て
、地
元
農
家
を
は
じ

め
市
民
が
主
人
公
と
な
る「
道
の
駅
」に
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

市
民
参
加
が
欠
か
せ
な
い

　

直
売
所
で
は
、生
産
者
自
身
が「
自
分
た
ち

の
直
売
所
」と
い
う
意
識
で
、直
売
所
の
運
営

や
販
売
、消
費
者
と
の
交
流
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、情
報

コ
ー
ナ
ー
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
で
は
、市
民
自
ら

が
地
域
情
報
や
地
元
文
化
を
発
信
す
る
な

ど
、賑
わ
い
の
あ
る「
道
の
駅
」に
す
る
た
め
に

「
道
の
駅
」は
地
域
の「
顔
」

市
民
の
力
を
結
集
し
、誇
り
と
な
る「
道
の
駅
」を

は
、市
民
一
人
一
人
が「
道
の
駅
」を
使
って

ど
う
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
の
か
、多
く

の
市
民
の
知
恵
や
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

高
野
地
域
を
は
じ
め
庄
原
市
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
い
と
思
い
ま
す
。庄
原
市
の
総

合
力
を
結
集
し
、「
市
民
の
誇
り
」と
な
る

「
道
の
駅
」を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ＶＯＩＣＥ

市
民
が
創
る「
道
の
駅
」

　
「
道
の
駅
」整
備
に
、市
民
の
意
見
を
反

映
し
、市
民
の
主
体
的
な
運
営
体
制
を
図

る
た
め
、平
成
20
年
度
か
ら
高
野
地
域
づ
く

り
未
来
塾
や
道
の
駅
準
備
委
員
会
で
、「
道

の
駅
」の
整
備
方
針
や
導
入
機
能
な
ど
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、「
道
の
駅
」と
連
携
す

る
各
種
団
体
な
ど
か
ら
委
員
を
選
出
し
、道

の
駅
管
理
運
営
協
議
会
を
設
置
。年
間
20

回
の
会
議
を
重
ね
、建
築
設
計
や
各
施
設
の

運
営
方
針
、直
売
所
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。時
に
は
夜
７
時
か
ら

始
め
た
会
議
が
夜
中
の
12
時
を
超
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
自
分
た
ち（
市
民
）

の
道
の
駅
を
、自
分
た
ち
で
創
ろ
う
」と
、常

に
意
欲
的
な
委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、熱

心
に
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

管理運営協議会の様子

未
来
創
造
支
援
事
業
で
ソ
フ
ト
を
充
実

　

尾
道
松
江
線
の
開
通
や「
道
の
駅
」の
整

備
効
果
を
最
大
限
高
め
る
た
め
、県
の
過
疎

対
策
事
業「
未
来
創
造
支
援
交
付
金
」を

活
用
し
、昨
年
度
か
ら
①「
道
の
駅
」整
備

事
業
②
高
野
の
逸
品
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
③
着
地
型
観
光
推
進
事
業
④
雪
資
源

活
用
事
業
の
４
つ
の
事
業
を
一
体
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
」整
備
事
業

　

こ
の
事
業
で
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用

し
、道
の
駅
管
理
運
営
協
議
会
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
市
民
意
見
の
取
り
ま
と
め
や
、

専
門
家
の
持
つ
経
験・ノ
ウ
ハ
ウ
を
施
設
整
備

や
運
営
手
法
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
藤
原
裕
子
さ

ん
は「
こ
れ
ま
で
の
事
例
は
も
ち
ろ
ん
、経
験

に
裏
打
ち
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ス
は“
な
る
ほ

ど
”と
感
心
す
る
も
の
ば
か
り
。専
門
家
や

民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
と
て
も
大
切
だ
と

感
じ
た
」と
話
し
て
い
ま
す
。

高
野
の
逸
品
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
「
道
の
駅
」の
開
業
を
見
据
え
、地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、高
野
地
域
の
農

産
物
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、特
産
品
開
発
の
専
門
家

や
料
理
研
究
家
を
招
き
、特
産
品
開
発
講

座
や
生
産
者
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い

な
が
ら
、新
商
品
開
発
お
よ
び
商
品
改
良
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
進
め
、「
売
れ
る

特
産
品
」づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、認
証
制
度
を
設
け「
高
野
ら
し

さ
」や「
安
全・
安
心
」な
ど
、一
定
の
基
準

を
満
た
し
た
も
の
を「
高
野
の
逸
品
」と
し

て
認
証
し
、「
道
の
駅
」の
開
業
ま
で
に

１
０
０
品
目
を
目
標
に
活
動
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、こ
の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し

て
市
内
全
域
に
広
げ
て
い
き
ま
す
。

着
地
型
観
光
推
進
事
業

　
「
道
の
駅
」に
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機

能
を
整
備
し
、観
光
情
報
や
資
源
と
束
ね
、

観
光
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、来
訪
者
を
市
内
へい
ざ
な
い

回
遊
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
後
、庄
原
市
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し

て
、体
験
メ
ニュ
ー
の
開
発
や
人
材
育
成
を
行

う
と
と
も
に
、農
村
民
泊
を
推
進
し
、教
育

旅
行
の
受
け
皿
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

雪
資
源
活
用
事
業

　

高
野
地
域
に
あ
る
雪
室
実
証
実
験
施
設

を
活
用
し
、市
内
の
産
品
や
加
工
品
の
保
存

実
験
を
行
い
な
が
ら
、雪
資
源
活
用
の
検

討
、お
よ
び
雪
室
に
よ
る
特
産
品
の
高
付
加

価
値
化
、新
た
な
特
産
品
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
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■
新
校
舎
に
学
び
の
音
が
響
く

　

昨
年
３
月
に
着
工
し
た
庄
原
中
学
校
の
校
舎

改
築
工
事
が
、今
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。春

休
み
中
に
引
越
し
を
済
ま
せ
、４
月
６
日
の
始
業

式・入
学
式
か
ら
本
格
的
に
新
校
舎
で
の
生
活
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

普
通
教
室
な
ど
で
利
用
す
る
机・イ
ス
を
旧
校

舎
か
ら
新
校
舎
へ
移
動
す
る
作
業
は
、新
２・３
年

生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
新
校
舎
の
特
徴

　

新
校
舎
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
、延

べ
床
面
積
約
６
、７
５
１
平
方
㍍
の
校
舎
棟
と
、木

造
平
屋
建
て
、延
べ
床
面
積
約
６
９
８
平
方
㍍
の

特
別
教
室
棟
か
ら
な
り
、地
域
産
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、ぬ
く
も
り
と
落
ち
着
き
の
あ
る
空
間
を

創
出
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
用
玄
関
を
入
っ
た
正
面
に
は
、１
階
か
ら
２

階
へ
上
が
る
階
段
と
一
体
に
な
っ
た
段
状
の「
多
目

的
ホ
ー
ル
」を
配
置
し
、普
通
教
室
は
中
庭
を
囲
む

よ
う
に
配
置
す
る
こ
と
で
、多
く
の
光
が
差
し
込

み
風
通
し
の
よ
い
明
る
い
空
間
と
な
って
い
ま
す
。

　

ま
た
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
多
機
能
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
、ペ
レッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
に
よ
る
普
通
教
室・
多
目
的
ホ
ー
ル
の
床
暖

房
、地
中
熱
を
利
用
し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
、太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
や
ト
イ
レ
洗
浄
水
へ
の
雨
水
利
用

な
ど
、省
資
源・省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
技
術
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
校
舎
で
、庄
原
市
の
未
来
を
担
う
生
徒

た
ち
が
健
や
か
に
、そ
し
て
の
び
の
び
と
育
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今後の主な工事スケジュール（予定）
●平成２４年度

屋内運動場・武道場建築、既存校舎解体撤
去、敷地整備（グラウンド・テニスコート）

●平成２５年度
既存屋内運動場・格技場解体撤去、敷地整
備（駐車場ほか）

庄原中学校校舎完成

基礎からしっかりと 姿が見えてきたぞ

4 月 19 日に校舎棟の竣工式・見学会が開催
され、完成を祝いました

普通教室での授業風景

パソコン教室

図書室

理科室 ２階廊下

特別教室棟と中庭

ペレットボイラー

多目的ホール

中庭

技術室

新校舎で新年度がスタート

１階

・�２００人が収容でき学年集会など
で活用

2階

▲ ▲

教育総務課学校管理係　☎０８２４−７３−１１８６

昨年５月　工事序盤 昨年 10 月　工事中盤 今年３月 めでたく完成！
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市
内
７
カ
所
で

空
間
放
射
線
量
を

測
定
し
て
い
ま
す

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
６

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
発
生
し
、

放
射
線
量
に
対
す
る
市
民
の
関
心
や
不
安

が
高
ま
って
い
ま
す
。

　

市
は
、３
月
か
ら
毎
月
市
内
７
カ
所（
市

役
所
本
庁
舎・各
支
所
庁
舎
付
近
）で
空
間

放
射
線
量
の
測
定
を
実
施
し
、市
民
の
皆
さ

ん
へ
情
報
提
供
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
放

射
線
対
応
の
た
め
の
基
礎
資
料
に
し
て
い
き

ま
す
。

身
の
回
り
に
あ
る
放
射
線

　

放
射
線
は
人
工
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
ご
く
自

然
に
存
在
し
て
い
ま
す
。目
に
は
見
え
ま
せ

ん
が
、私
た
ち
の
体
は
常
に
微
量
の
放
射
線

を
受
け
て
い
ま
す
。日
本
国
内
で
の
年
間
の

平
均
放
射
線
量
は
約
０・99
～
１・４
㍉
シ
ー

ベル
ト
、世
界
平
均
で
は
年
間
２・４
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

測
定
方
法

•
地
表
面
か
ら
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
地
点
を

測
定
す
る
。

•
30
秒
ご
と
に
５
回
測
定
し
、平
均
値
を
そ

の
地
点
で
の
測
定
値
と
す
る
。

測
定
機
器

ミ
リ
オ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
社
製
Ｒ
Ｄ
Ｓ‐31

（単位：μＳｖ／時）
地域 場　　所 日　　時 データ
庄原 市役所駐車場 １８日 １３：１０ ０．０７８
西城 西城球技場 ２２日 １５：１０ ０．０９０
東城 東城支所駐車場 １９日 １６：４０ ０．０４４
口和 口和自治振興センター駐車場 １９日 １０：３０ ０．０８６
高野 高野支所駐車場 １９日 １１：１５ ０．１２６
比和 比和支所駐車場 １９日 １１：５０ ０．１０４
総領 総領自治振興センター駐車場 ２２日 １１：２５ ０．０９６

※毎月の測定結果は、市のホームページでお知らせしています。

計算式

測
定
結
果
か
ら
１
年
間
の
放
射
線
量
を

推
計
す
る
方
法

　

私
た
ち
は
一
日
を
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
過
ご
し
ま
す
。一
日
の
う
ち
屋
外
に
８
時

間
、屋
内
に
16
時
間
滞
在
す
る
と
い
う
生
活

パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
、次
の
計
算
式
で
計
算

し
ま
す
。屋
内
に
い
る
場
合
は
、放
射
線
に

対
す
る
遮
へい
効
果
に
よ
り
放
射
線
量
は
屋

外
の
約
４
割
に
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

測定結果×（８時間/２４時間＋１６
時間/２４時間×０．４）×２４時間×
３６５日

０．１２６マイクロシーベルト/時×（８
時間/２４時間＋１６時間/２４時間
×０．４）×２４時間×３６５日＝６６２．
２５６マイクロシーベルト/年
★１年間の放射線量は０．６６２ミリ
シーベルトとなります。

　

イ
ノ
シ
シ
を
中
心
と
し
た
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
の
被
害
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、被
害
が
軽
減
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。一
体
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

獣
害
対
策
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
井
上
雅
央

さ
ん
が
、そ
の
原
因
と
被
害
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ

る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。１
年
間
シ
リ
ー
ズ
連
載

し
ま
す
。

●
獣
害・守
れ
る
集
落
の
作
り
方

そ
の
１　

原
因
と
対
策
の
基
本

　

庄
原
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。今
回
か
ら
、

シ
リ
ー
ズ
で
田
畑
を
荒
ら
す
厄
介
者
、サ
ル
、

シ
カ
、イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど
野
生
鳥
獣
に

よ
る
被
害
対
策
を
一
緒
に
勉
強
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

鳥
獣
害
って
大
変
厄
介
な
問
題
と
感
じ
て

い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、実
は
原
因

さ
え
分
か
れ
ば
案

外
簡
単
な
ん
で

す
。逆
に
原
因
を

正
し
く
理
解
し
な

い
で
や
る
対
策
は

全
部
逆
効
果
と

思
って
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
が
良
か

れ
と
思
って
張
っ
た

ト
タ
ン
柵
も
、張

り
方
や
管
理
の
方

法
に
よって
は
イ
ノ

シ
シ
を
田
ん
ぼ
に

引
き
寄
せ
、被
害

を
ま
す
ま
す
大

き
く
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
多
い

の
で
す
。そ
ん
な

こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、さ
っ
そ
く

被
害
激
化
の
原
因

か
ら
勉
強
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

１
．被
害
激
化
の
原
因

　

被
害
激
化
の
原
因
と
し
て
よ
く
言
わ
れ

る
の
は
、過
疎・高
齢
化
、ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
な
ど

の
人
工
林
の
増
加
、地
球
の
温
暖
化
、狩
猟

者
の
高
齢
化
と
減
少
な
ど
で
す
。で
も
、こ

れ
ら
全
部
原
因
な
ん
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

あ
る
集
落
で
の
獣
害
激
化
の
原
因
は
ズ
バ

リ
、そ
の
集
落
で
餌
付
け
に
成
功
し
た
だ
け

の
こ
と
。あ
な
た
の
集
落

の
田
ん
ぼ
が
毎
年
イ
ノ
シ

シ
に
や
ら
れ
る
と
い
う
の

は
、あ
な
た
の
集
落
が
イ

ノ
シ
シ
の
餌
付
け
に
成
功

し
た
だ
け
の
こ
と
な
ん
で

す
。だ
か
ら
対
策
は
簡
単

そ
の
も
の
。餌
付
け
を
や

め
た
ら
い
い
だ
け
で
す
。

２
．餌
付
け
と
は
何
だ
！

　
「
被
害
で
困
っ
て
い
る
の

に
、
餌
付
け
と
は
何

だ
！
」と
怒
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
ね
。

　

餌
付
け
を
や
め
る
に

は
、餌
付
け
が
ど
う
や
れ

ば
成
功
す
る
の
か
、知
って

お
か
な
い
と
ダ
メ
で
す
。

餌
付
け
を
成
功
さ
せ
る

条
件
は
た
っ
た
二
つ
。一
つ

目
が
人
慣
れ
学
習
。つ
ま
り
、こ
の
集
落
は

怖
く
な
い
と
動
物
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
。二

つ
目
の
条
件
と
は
、出
て
き
た
ら
満
腹
で
き

る
だ
け
の
エ
サ
を
い
つ
も
準
備
し
て
あ
げ
る

こ
と
。も
し
、い
く
ら
対
策
を
し
て
も
被
害

が
続
く
な
ら
、依
然
と
し
て
こ
の
条
件
が
そ

■プロフィール

井
いのうえまさお

上雅央
独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構
近畿中国四国農業研究センター
鳥獣害研究チーム専門員

平成１０年から奈良県農業技術センター鳥獣害対
策チームリーダーとして、猿害対策を中心とした作物
保護研究に従事。サルから守りやすい野菜･果樹
栽培技術、高齢者が設置できる簡易猿害防止柵な
どを開発。これらを動機付け材料として行政と連携
し、集落ぐるみの取り組みを実践。同チームの統括を
経て平成１８年に近畿中国四国農業研究センター
鳥獣害研究チーム長。平成２２年から現職。

私にもできる
獣害対策

林業振興課　☎0824-73-1124

シ リ ー ズ

放射線量を測定する職員

人工放射線
（人工的につくり出される放射線）

自然放射線
（自然界の中に存在する放射線）

がんの過剰発生が認められない

0.1mSv

1mSv

10mSv

100mSv100mSv

放射線作業従事者の年間線量限度
50mSv

胸部Ｘ線コンピュータ断層撮影検査
（ＣＴスキャン、１回）

6.9mSv 世界の１人当たりの
自然放射線量（年間）

2.4mSv

東京～ニューヨーク
航空機旅行（往復）

0.19mSv

３月の測定結果による
市内の１人当たりの
自然放射線量（年間）

0.662mSv

日本の１人当たりの
自然放射線量（年間）

0.99～ 1.4mSv

一般公衆の年間線量限度
【自然および医療による放射線は除く】
 （国際放射線保護委員会の勧告による）

1.0mSv

胃のＸ線集団検診（１回）
0.6mSv

胸のＸ線集団検診（１回）
0.06mSv

0.01mSv

■単位解説（シーベルト）……放射線による人体への影響度合いを表す単位
１シーベルト（Ｓｖ）＝1,000ミリシーベルト（ｍＳｖ）
１ミリシーベルト（ｍＳｖ） ＝1,000マイクロシーベルト（μＳｖ）

★放射線の目安表★

獣害対策は順序が大切
❶みんなで勉強　❷守れる集落・守れる畑
❸自分でやる囲いや追い払い　❹捕獲・大規模柵
　「何をやるか」よりこの順序が大事

みんな、③か④から始めて失敗するんですけどね、①、
②、③、④の順番守ってやろうと思いながら対策始めた
らね、おもろいことに、①だけで被害減り始めたり、①
と②やったところでイノシシ、来る回数減ったり、③
までで被害、どっかへ行ってしまうこと多いんですね。

井上雅央さん

測定結果（３月）

例３月の測定結果で市内で１番
高い数値（０．１２６μＳｖ/時）を当
てはめて計算した場合

ろって
い
る
と
言
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

３
．知
ら
ず
に
や
っ
て
る
餌
付
け
学
習

　

少
し
実
例
も
挙
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ト

タ
ン
は
張
っ
た
け
ど
外
側
は
ス
ス
キ
や
サ
サ

が
生
え
放
題
。こ
ん
な
ト
タ
ン
柵
を
よ
く
見

ま
す
。ト
タ
ン
ま
で
安
心
し
て
イ
ノ
シ
シ
が

接
近
し
、ト
タ
ン
の
向
こ
う
に
ひ
そ
み
始
め

ま
す
。田
ん
ぼ
の
至
近
距
離
で
ひ
そ
め
ば
、ト

ラ
ク
タ
ー
や
刈
り
払
い
機
の
機
械
音
、話
し

声
な
ど
平
気
な“
人
慣
れ
イ
ノ
シ
シ
”が
育

ち
ま
す
。も
し
、稲
刈
り
後
、入
り
口
を
開

け
た
り
し
て
い
れ
ば
、ト
タ
ン
沿
い
に
歩
く
と

田
ん
ぼ
の
レ
ン
ゲ
や
ひ
こ
ば
え
の
米
に
あ
り
つ

き
ま
す
。つ
ま
り
、こ
ん
な
ト
タ
ン
柵
は
餌
付

け
学
習
装
置
と
言
う
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。

　

次
回
は
守
れ
る
田
畑
の
話
で
す
。
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個
人
住
民
税
併
任
徴
収
を

実
施
し
ま
す

税
務
課
収
納
係
・
徴
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
４
５

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
７
９

　

市
は
、５
月
１
日
か
ら
12
月
28
日
ま
で
、

広
島
県
税
務
徴
収
職
員
二
人
を
市
職
員
に

併
任（
※
１
）し
、税
務
課
徴
収
職
員
と
連

携
し
て
、個
人
住
民
税
を
中
心
と
し
た
市

税
な
ど
の
滞
納
整
理（
※
２
）に
取
り
組
み

ま
す
。

　

税
金
を
自
主
的
に
納
付
す
る
こ
と
は
、憲

法
に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
義
務
で
あ
り
、市

の
歳
入
金
を
確
保
し
、納
税
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
に
も
、毅
然
と
し
た
滞
納
整
理
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、市
税
な
ど
の
滞
納
者
に
対
し
て
督

促
状
、催
告
書
な
ど
の
文
書
催
告
や
、訪
問

催
告・電
話
催
告
を
実
施
し
、さ
ら
に
自
主

的
に
納
付
し
な
い
方
に
は
、各
種
財
産
の
調

査
や
店
舗・
住
宅
の
捜
索
、車
両
の
タ
イ
ヤ

ロッ
ク
、債
権・財
産
の
差
押
え
、動
産・不
動

産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
の
滞
納
処

分（
※
３
）を
行
って
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
併
任
徴
収
は
昨
年
度
実
施

し
て
お
り
、高
額
滞
納
者
や
長
期
滞
納
者

を
中
心
に
滞
納
処
分
を
実
施
し
、納
税
折

衝
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、対
象
と
し

た
案
件
39
件（
滞
納
額
約
６
千
７
百
万
円
）

の
う
ち
、31
件（
滞
納
額
約
５
千
９
百
万
円
）

に
つい
て
納
付
の
め
ど
が
付
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
納
付
折
衝
が
困
難
な
滞
納
案

件
に
重
点
を
置
い
て
、滞
納
整
理
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納
期
限
内
に

納
付
が
で
き
な
い
な
ど
、納
付
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
は
、納
付
し
な
い
ま
ま
放
置
せ

ず
、税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

賦
課
（
納
税
通
知
書
の
送
付
）

納
期
限

納

　
　付

納
付
な
し

督
促
状
の
送
付
（
納
期
限
か
ら
20
日
以
内
）

納
付
な
し

完

　
　納

完

　
　納

文
書
催
告

完

　
　納

不
履
行

納
付
誓
約
・
分
割
納
付

納
付
な
し

訪
問
催
告
・
電
話
催
告
な
ど

納
付
な
し

財
産
調
査
・
差
押
予
告

納
付
な
し

差
押
実
施

換
価
手
続
（
差
押
え
た
財
産
を
お
金
に
換
え
る
こ
と
）

完

　
　納

滞納整理のフローチャート（例であり、必ずしもこのとおりに進行しない場合があります）

【
用
語
解
説
】

※
１　

併
任

　

今
回
の
場
合
は
、広
島
県
税
務
徴
収
職
員
が

一
定
期
間
庄
原
市
職
員
の
辞
令
を
受
け
、双
方

の
身
分
を
併
せ
持
つ
こ
と
。

※
２　

滞
納
整
理

　

納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
市
税
な

ど
を
徴
収
す
る
た
め
の
事
務
手
続
の
総
称
。

※
３　

滞
納
処
分

　

税
金
な
ど
を
納
付
し
な
い
場
合
に
、滞
納
者

の
意
思
に
関
わ
り
な
く
強
制
的
に
徴
収
す
る
手

続
の
こ
と
。

地
域
の
宝
を
観
光
商
品
と
し
て
磨
き
あ
げ
ま
す

～ｎｅｘ
ｔ
庄
原
さ
と
や
ま
博
～

　

平
成
22
年
10
月
～
平
成
23
年
11
月
ま
で

開
催
さ
れ
た
庄
原
さ
と
や
ま
博
は
、さ
と
や

ま
の
強
み
を
生
か
し
た
体
験
メ
ニュ
ー
開
発

の
ほ
か
、里
山
文
化
、自
然
、暮
ら
し
な
ど
に

改
め
て
着
目
、そ
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

庄
原
市
観
光
協
会
は
、こ
れ
ら
再
発
見
し

た
地
域
の
宝（
宝
石
）を
さ
ら
に
磨
き
、一
つ

一
つつ
な
げ
て
個
性
豊
か
な“
宝
石
の
ネ
ッ
ク

レ
ス
”に
す
る
こ
と
で
、観
光
商
品
と
し
て
さ

ら
に
魅
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る

観
光
プ
ロ
ジェク
ト
と
し
て「
n
ｅｘ
ｔ
庄
原
さ

と
や
ま
博
」を
掲
げ
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

４
年
に
１
度
の
伝
統
行
事

「
比
和
牛
供
養
田
植
」

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、庄
原
市
に
受
け

継
が
れ
る
農
事
に
か
か
わ
る
伝
統
文
化
の

魅
力
と
伝
承
の
重
要
性
を
広
く
発
信
す
る

「
古
式
の
農
事
」を
テ
ー
マ
に
し
た
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ンペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
27
日
に
は
、比
和
町
森
脇
で「
比
和

牛
供
養
田
植
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。地
域
で

大
切
に
受
け
継
が
れ
る
こ
の
伝
統
行
事
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、６
月
16
日
に
は
ヒ
ゴ
タ

イ
の
会
と
三
河
内
地
域
自
治
会
が
中
心
と

な
り
、連
携
イ
ベン
ト
と
し
て「
絶
滅
危
惧
種

ヒ
ゴ
タ
イ
を
守
る
め
ぶ
き
交
流
会
と
カ
ン
ナ

残
丘
の
景
観
を
楽
し
む
三
河
内
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」を
開
催
。そ
の
ほ
か
に
も
、地
域
の
人
が

講
師
と
な
っ
て
実
施
す
る「
十
割
そ
ば
打
ち

体
験
」や「
吾
妻
山
で
植
物（
細
密
画
）を
描

こ
う
」な
ど
の
体
験
メ
ニュ
ー
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
む
本
市
で
は
、従
来
型

の
大
型
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
が
今
後

ま
す
ま
す
難
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、庄
原
市
観
光
協
会
で
は
主
催
者
が
よ

り
少
な
い
予
算
と
負
担
で
魅
力
的
な
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
す
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
、地
域

の
人
や
団
体
が
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
集

ま
り
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
で
、

　

昔
か
ら
牛
は
田
畑
を
耕
す
た
め
に
使
わ

れ
、フ
ン
は
堆
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
る
農
家

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
変
有
益
な

家
畜
で
し
た
。そ
の
牛
に
感
謝
し
、供
養
す

る
た
め
牛
供
養
田
植
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

比
和
で
の
牛
供
養
田
植
は
約
７
０
０
年

前
、伯
耆
の
大
山
神
社
の
社
人
を
迎
え
て
太

鼓
踊
り
の
技
法
を
伝
え
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
て
お
り
、時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
身
に
ま
と
う
衣
装
は
変
わ
っ
て
も
、太
鼓

打
ち
の
技
法
が
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
が
特
色
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、太
鼓
打
ち
で
は
、バ
イ（
バ
チ
）を
大

き
く
投
げ
上
げ
た
り
、腰
ひ
も
に
付
け
た

太
鼓
を
大
き
く
体
を
く
ね
ら
せ
左
右
か
ら

打
っ
た
り
、後
ろ
に
反
り
笠
で
水
を
す
く
う

と
い
う
妙
技
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

 

昭
和
46
年
に
は
広
島
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、今
後
も
比
和
の
宝

と
し
て
永
く
伝
承
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

郷
土
の
魅
力
を
多
角
的
に
掘
り
下
げ
、発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
形
態
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
１
７
５

比和牛供養田植
比和町郷土芸能振興会
会長　若林隆志さん

インタビュー
比和牛供養田植

広島県地方税納税推進
キャラクター「ささえくん」

神
秘
比
婆

～
美
し
き
原
風
景
を
訪
ね
て
～

斎
庭
ル
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
第
１
弾
！
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消
費
生
活
相
談
員

　

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、契
約
の
ト
ラ
ブ

ル
や
多
重
債
務
、訪
問
販
売
者
が
商
品
を
置

い
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
…
な
ど
の
体
験
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、こ
う
し
た
消
費

生
活
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
、問
題

の
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。

各
種
相
談
員
が
あ
な
た
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

悩
み
ご
と
、心
配
ご
と
、お
困
り
ご
と
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
を

生
活
安
全
相
談
員

　

日
常
生
活
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
家
庭
で

の
防
犯
対
策
、地
域
で
の
防
犯
活
動
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
相
談
日

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

○
相
談
先

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係
内

松
田
史
朗

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
４
４　

東
城
支
所
市
民
生
活
室
市
民
生
活
係
内

横
山
友
三

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
２
１

女
性
相
談
員

 

夫
ま
た
は
妻
、恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴
言
、

お
よ
び
女
性
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
上
の
悩

み
に
つい
て
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

※
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）は
、

男
性
か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

○
相
談
日

毎
週
月
～
金（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

９
時
～
16
時

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
女
性
子
ど
も
支
援
係

Ｄ
Ｖ・女
性
相
談
専
用

☎
０
８
２
４

−
７
３

−
１
２
４
３

家
庭
児
童
相
談
員

　

子
ど
も
の
発
育
や
し
つ
け
、家
族
と
の
関

係
な
ど
、子
ど
も
を
育
て
る
う
え
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
、困
り
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
困
っ
た
時
は
一
人
で
悩

ま
ず
、ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
相
談
日

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

９
時
～
16
時

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ

女
性
児
童
課
女
性
子
ど
も
支
援
係

家
庭
児
童
相
談
専
用

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
４
８

　

こ
の
テ
ー
マ
に
は「
今
こ
そ
、国
、地
方
自

治
体
、消
費
者
団
体
を
は
じ
め
多
様
な
主

体
が
連
携・協
力
し
て
消
費
者
主
役
の
社
会

づ
く
り
を
前
進
さ
せ
た
い
」と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
の
解
決
の
た
め
、「
お
か
し

い
な
、困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
、ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

地域 氏  　名 自宅電話番号 定期相談日 定期相談場所

庄原 中
なかやま

山　忠
ただあき

昭 0824-72-5873
毎月第３木曜日 庄原市ふれあいセンター

0824-72-712013 時〜16 時

西城 作
さ く だ

田ユリコ 0824-82-3048

4・6・8・10・12・2 月の
第 3 木曜日 西城保健福祉総合センター

0824-82-2202
13 時 30 分〜16 時 30 分

東城 滝
たきもと

本　昌
ま さ こ

子 08477-4-0650
毎月第３木曜日 東城ふれあいセンター

08477-2-090913 時 30 分〜15 時 30 分

口和 石
い し だ

田　湶
いずなり

也 0824-89-2022
８・10・２月の第４木曜日 口和老人福祉センター

0824-89-232013 時 30 分〜15 時 30 分

高野 井
いのうえ

上　清
きよのり

憲 0824-86-2732

４月 10 日、６月 12 日
８月 21 日、10 月 16 日
12 月 11 日、２月 12 日

高野支所
0824-86-2115

13 時〜15 時

比和 村
む ら お

尾　孝
こうきち

吉 0824-85-2209

①４月 19 日、８月 16 日
　10 月 18 日、12 月６日
②６月１日、２月 21 日

①比和文化会館
　0824-85-2600
②比和支所
　0824-85-300113 時 30 分〜15 時 30 分

総領 秋
あきやま

山　義
よしはる

治 0824-88-2217
毎月第２水曜日 総領健康福祉センター

0824-88-31109 時〜11 時

※都合により、日程を変更する場合がありますのでご了承ください。
※定期相談日以外の日にも、各委員の自宅で相談に応じています。

●平成 24 年４月１日付けで、行政相談委員７人が総務大臣から再委嘱されました。（任期２年間）

横
よこやま

山　友
ゆうぞう

三

後
ご と う

藤　尚
た か み

美 八
やたがい

谷こずえ 天
てんどう

道　茂
し げ よ

代

松
ま つ だ

田　史
し ろ う

朗

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

平成 24 年度の
消費者月間統一テーマ

「安全・安心
　　いま新たな

ステージへ」

行
政
相
談
委
員

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、行
政
に
対
し「
納

得
で
き
な
い
」「
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
」「
こ
う
し
て
も
ら
い
た
い
」と
いっ
た
苦

情
や
意
見
、要
望
を
お
聞
き
し
、助
言
や
行

政
機
関
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　５月は消費者月間です ○
相
談
日

毎
週
月
～
金
曜
日（
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

○
相
談
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８

市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
４
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●
特
別
永
住
者
証
明
書
の
事
前
申
請
に
必

要
な
も
の

　

旅
券
、外
国
人
登
録
証
明
書
、写
真
１
枚

（
４
㎝
×
３
㎝
、３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

●
申
請
受
け
付
け

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

※
在
留
カ
ー
ド
は
広
島
入
国
管
理
局（
☎

０
８
２

−

２
２
１

−

４
４
１
１
）へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

庄
原
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に

４
、３
７
２
万
円

財
政
課
理
財
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
０
２

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」（
庄
原
市
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
）制
度
は
、自
治
体
に
寄
附
す
る

と
、２
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
所
得

税
と
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
も
の

で
、「
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い
」と
想
う
気

持
ち
を
か
た
ち
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
寄
附
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
詳
し
い
内
容

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.city.
shobara.hiroshim

a.jp/

）を
ご
覧
に
な
る

か
、財
政
課
理
財
係（
☎
０
８
２
４

−
７
３

−

１
２
０
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

※
親
せ
き
や
友
人
、知
人
の
方
へ
同
制
度

を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、“
げ
ん
き
”と“
や
す

ら
ぎ
”の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
財
源
確
保
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２０年７月～平成２４年３月までの寄附状況
指定事業の区分 寄附件数 寄附金額（円）

（１）自治および協働に関する事業 ７ ６６０，８００ 
（２）産業および交流に関する事業 １０ １，１８３，３００ 
（３）環境、基盤および定住に関する事業 １０ １２５，８００ 
（４）保健、福祉および医療に関する事業 ６２ ５，４３３，８００ 
（５）教育および文化に関する事業 ４０ ７，８４３，３２４ 
（６）重点戦略プロジェクトに関する事業 ９ １７０，８００ 
（７）財政健全化への取り組みに関する事業 ７ １，３７５，８００ 
（８）災害復旧に関する事業 ２９ ２，３８６，０００ 
（９）指定事業なし １１４ ２４，５４４，７１８ 

合　　計 ２８８ ４３，７２４，３４２ 
５千円以上を寄附いただいた方には、広報紙を１年間お届けします。
３万円以上を寄附いただいた方には、広報紙と併せて、「庄原市特産品セット」「市史・町史誌」「庄原産木材で制作し
た木の器」の中からご希望のものを贈呈します。

社会貢献やスポーツで
顕著な功績を収めた
５人を顕彰

　

市
は
３
月
28
日
、庄
原
市
ふ
る
さ
と
功

労
賞
授
与
式
を
市
役
所
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

ふ
る
さ
と
功
労
賞
は
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
、社
会
貢
献
な
ど
で
市
民
生
活
に
夢
と

希
望
を
与
え
、庄
原
市
の
名
を
高
め
た

方
を
顕
彰
す
る
制
度
と
し
て
平
成
20
年

度
に
創
設
。

　

今
回
は
、社
会
功
労
と
し
て
、幅
広
く

地
域
社
会
で
活
躍
し
、本
市
の
発
展
に
寄

与
し
た
方
、ス
ポ
ー
ツ
功
労
と
し
て
は
全

国
大
会
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
方
な
ど
５
人
を
顕
彰
し
ま
し
た
。

　

滝
口
季
彦
市
長
は「
す
ば
ら
し
い
功
績

を
残
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
の
思
い
を

込
め
て
功
労
賞
を
授
与
で
き
た
こ
と
を

と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」と
述
べ
、

一
人
一
人
に
表
彰
状
と
記
念
の
盾
を
手

渡
し
ま
し
た
。

【
社
会
功
労
】

高
橋　

辰
夫（
川
北
町
）

瀬
野　

周
子（
木
戸
町
）

堀
江　

陽
子（
高
野
町
）

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

森
信　

正
彦（
川
手
町
）

山
﨑　

隆
輝（
東
城
町
）

※
敬
称
略

総務課人事秘書係
☎０８２４−７３−１１２５

外国人住民の皆さまへ　To foreign inhabitants

外
国
人
住
民
の
方
に
と
っ
て
利
便
性
が

向
上
し
ま
す

W
e take it tow

ards foreig
n 

inhabitants,and convenience 
im

proves

　

外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民
票
を
作
成

し
ま
す
の
で
、外
国
人
と
日
本
人
で
構
成
す

る
世
帯
の
方
に
も
、世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
な
ど
が
発
行
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

　

住
民
基
本
台
帳
は
、住
民
に
関
す
る
事

務
処
理
の
基
礎
と
な
る
の
で
、転
入
届
な
ど

に
よ
り
、国
民
健
康
保
険
等
各
種
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
届
け
出
が
一
本
化
さ
れ
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
ま
す
。 

証
明
書
な
ど
が
更
新
さ
れ
ま
す

C
ertificates,etc.

w
ill be updated

　

特
別
永
住
者
に
は
、市
町
村
で「
特
別
永

住
者
証
明
書
」が
、中
長
期
在
留
者
に
は
、

入
国
管
理
局
で「
在
留
カ
ー
ド
」が
交
付
さ

れ
ま
す
。現
在
の「
外
国
人
登
録
証
明
書
」

は
７
月
以
降
、一
定
期
間（
表
参
照
）「
特
別

永
住
者
証
明
書
」ま
た
は「
在
留
カ
ー
ド
」

と
し
て
み
な
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、特
別
永
住
者
証
明
書
、在
留
カ
ー

ド
は
事
前
に
交
付
申
請
が
で
き
ま
す
。受

け
付
け
窓
口
は
、特
別
永
住
者
は
市
役
所
、

中
長
期
在
留
者
は
地
方
入
国
管
理
局（
広

島
入
国
管
理
局
）に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

特
別
永
住
者
証
明
書
の
受
け
取
り
は
７
月

９
日（
月
）以
降
に
な
る
予
定
で
す
。）

仮
住
民
票
を
５
月
に
送
付
し
ま
す

W
e send tem

porary P
roof of 

R
esidence (2

0
1

2
) in M

ay in 
2

0
1

2

　

外
国
人
住
民
票
の
作
成
対
象
者
の
方
に

は
、外
国
人
登
録
原
票
を
基
に
し
て
世
帯
ご

と
に
仮
住
民
票
を
作
成
し
て
送
付
し
ま

す
。 

　

発
送
時
期
は
５
月
中
旬
以
降
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

実
際
は
新
し
い
住
所
に
引
っ
越
し
て
い
て
も

役
所
に
届
け
出
て
い
な
い
方
は
、住
所
が
確

認
で
き
な
い
た
め
住
民
票
が
作
成
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。住
民
票
は
、仮
住
民
票

に
記
載
さ
れ
た
内
容
で
作
成
し
ま
す
の
で
、

仮
住
民
票
の
通
知
内
容
が
実
際
と
は
異

な
っ
て
い
る（
世
帯
構
成
員
の
中
に
住
所
変

更
な
ど
が
あ
る
）場
合
に
は
、速
や
か
に
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

外国人住民の登録制度が変わります
（７月９日（月）から施行）
Registration system of foreign inhabitants
is changed. （it takes effect on Monday, July 9）

市民生活課戸籍住民係　☎０８２４−７３−１１５７

〜ふるさと功労賞授与〜

法律の改正に伴い、７月９日（月）から、外国人住民の登録制度が変更になります。 
これにより、外国人登録制度は廃止され、外国人住民の皆様は住民基本台帳制度の対象とな
ります。

対象区分 更　新　時　期

特別永住者 次回確認日までに、市役所で交付申請を行ってください。

永住者 改正後３年以内に、地方入国管理局で交付申請を行ってください。

上記以外 改正後の在留資格または在留期間の更新時に、地方入国管理局で在留
カードが交付されます。

（表）



上高

口和

比和

北

山内

庄原

敷信

下高

高

西城

本村

峰田

東

総領

小奴可の里

八鉾

田森八幡

帝釈
久代

新坂

宮平団地
福代 上町

川西下

川東下町

川西上

東町

戸宇 東城中町
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婚
活
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

し
ょ
う
ば
ら
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

で
は
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、出
会

い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
市
内
の
独
身
者
を
対
象

に
、婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
ス
タ
ッフ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
も
大
変
仲

良
く
な
り
、男
女
に
か
か
わ
り
な
く
恋
愛

相
談
な
ど
を
し
な
が
ら
、一
緒
に
楽
し
く
イ

ベ
ン
ト
づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。本
年
度
は

「
カ
ー
プ
応
援
ツ
ア
ー
（
仮
）」（
９
月
８
日
開

催
予
定
）な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
な
ど
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
方
、自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
イ
ベ

ン
ト
に
反
映
さ
せ
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
独
身
男
女

●
募
集
人
数　

10
人

●
申
し
込
み
期
限　

５
月
25
日（
金
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
お
断
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
治
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
定
住
推
進
係　

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
７

自
分
た
ち
で
楽
し
い
出
会
い
の

イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
ろ
う
！

　庄原の未来を元気にする活動で
す！
　昨年は本当に盛り上がって楽しく
活動ができました。
　今年もいろんなメンバーで共に成
長しながら、楽しいイベントをつくりた
いので、ぜひ参加してみてください。

♥

しょうばら出会いサポート委員会
委員長　田邉裕二 さん

「市民が主役」

シリーズ No.2

自治振興課
まちづくり定住推進係
☎0824－73－1257

わたしたちが
進める

のまちづくり！

（
目
的
）

　

第
１
条 

こ
の
条
例
は
、本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
基
本
原
則
並
び
に
市
民
、市
議

会
お
よ
び
市（
以
下「
各
主
体
」と
い
う
。）の

役
割
お
よ
び
責
務
な
ど
を
定
め
、参
画
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

　

第
１
条
で
は
、こ
の
条
例
の
目
的
を
記
述

し
て
い
ま
す
。

　

目
的
は「
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
」と
定
め
て
お
り
、第
２
条
以
下

の
条
文
で
は
、こ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

〜協働のまちづくりへ〜
　　自治振興区の再編が

進んでいます
自治振興課自治振興係　☎０８２４−７３−１２０９

西
城
自
治
振
興
区

　

西
城
地
域
の
14
の
自
治
振
興
区
が
統
合
し
、そ
の

活
動
拠
点
で
あ
る
西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
が
、４

月
１
日
、ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
し
く
組
織
さ
れ
た
西
城
自
治
振
興
区
は
、自

分
た
ち
の
手
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
こ
う

と
、課
題
解
決
型
の
組
織
と
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。過
去
数
年
間
の
市
政
懇
談
会
な
ど
を

通
じ
て
集
約
し
た
地
域
の
現
状
、ビ
ジ
ョン
、課
題
を

分
析
し
て「
も
て
な
し
」「
里
山
」「
や
す
ら
ぎ
」「
学

び
と
ふ
れ
あ
い
」の
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を
設
定
。地

域
課
題
を
自
ら
克
服
す
る
住
民
自
治
活
動
と
生
涯

学
習
を
一
体
的
に
展
開
し
な
が
ら
、安
心
し
て
充

実
し
た
暮
ら
し
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェク
ト
は
、こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
住
民
が

積
極
的
に
参
画
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
お

り
、参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。参
加
希
望
の
方

は
、西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
８
２
４

−

８
２

−

２
１
７
５
）ま
で
。

比
和
自
治
振
興
区

　

比
和
地
域
の
６
の
自
治
振
興
区
が

統
合
し
、活
動
拠
点
を
比
和
公
民
館

か
ら
比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
衣
替

え
し
て
、新
た
な
比
和
自
治
振
興
区
が

４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、比
和
地
域
を
一
体
と

し
た
地
域
づ
く
り
と
生
涯
学
習
活
動

の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。高
齢
者
世
帯
、独
居
世
帯
の
増

加
、若
者
世
代
の
減
少
が
顕
著
と
な

り
、地
域
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、自
治
振
興
区
の
充
実
と
強
化
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
比
和
地

域
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
地
域
振
興
計
画
」を

策
定
し
、比
和
地
域
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
明
確
に
す
る
中
で
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

西
城・比
和
自
治
振
興
区
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト

　

本
年
度
か
ら
、新
た
に
西
城
、比
和
地

域
の
自
治
振
興
区
が
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、市
内
21
の
自
治
振
興
区
が
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
を
受
け
、

活
動
拠
点
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、東
城
公
民
館
区
域
の
10
自
治

振
興
区
に
つ
い
て
は
、平
成
25
年
４
月
１

日
か
ら
の
再
編
お
よ
び
公
民
館
の
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
、協
議
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

市内各自治振興区の再編状況
（4 月１日現在）

　

４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
た
「
庄
原
市

ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
」を
シ
リ
ー
ズ
で

掲
載
中
。
今
回
は
第

１
章
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

第
１
章　

総
則

　

こ
の
章
で
は
、こ
の
条
例
の
目
的
や
位
置
付
け
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

（
位
置
付
け
）

　

第
２
条　

こ
の
条
例
は
、本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
ま
す
。

２　

各
主
体
は
、ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
き
は
、こ
の
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

　

第
２
条
で
は
、こ
の
条
例
の
位
置
付
け
を

記
述
し
て
い
ま
す
。

　

最
高
規
範
と
は「
行
動
や
判
断
の
基
準

と
な
る
最
も
重
要
な
手
本
」を
意
味
し
ま

す
の
で
、こ
の
条
例
で
定
め
た
事
項
や
考
え

方
は
、「
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
属
す
る
す
べ
て
の
活
動
や
事
業
、判
断
や

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

解　

説

解　

説
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飲
酒
運
転
は
道
路
交
通
法
改
正
な
ど

に
よ
り
、罰
則
、行
政
処
分
が
大
幅
に
強

化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、い
ま
だ
に

後
を
絶
た
な
い
状
態
で
重
大
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、庄
原
警
察
署
管
内
で
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
が
４
件
も
発
生
し

て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
２
件
が
死
亡
事
故

で
し
た
。

飲
酒
運
転
に
は
厳
し
い
処
分

酒
酔
い
運
転

●
５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金

●
免
許
取
り
消
し（
無
条
件
で
35
点
、欠

格
期
間
３
年
）

酒
気
帯
び
運
転

●
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金

安
心・安
全
な
毎
日
の
た
め
に

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４

−

７
２

−

０
１
１
０

飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
！

さ
せ
な
い
！

●
免
許
取
り
消
し（
25
点
、欠
格
期
間
２

年
）・免
許
停
止（
13
点
、90
日
）

※
車
両
の
提
供
者
、酒
類
の
提
供
者
、車

両
の
同
乗
者
も
同
様
に
厳
し
い
処
分
が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
、運
転
者
本
人
は
も
と

よ
り
家
族
や
周
囲
の
人
の
意
識
が
大
切

で
す
。絶
対
に「
し
な
い・さ
せ
な
い
」よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

強
盗
犯
人
を
逮
捕
！

～
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
～

　

東
城
町
内
で
３
月
14
日
と
４
月
２
日

に
発
生
し
た
強
盗
事
件
の
犯
人
と
し
て
、

東
城
町
内
に
住
ん
で
い
た
55
歳
の
男
を

逮
捕
し
ま
し
た
。

　

こ
の
強
盗
事
件
は
、包
丁
を
持
っ
て
高

齢
者
宅
に
押
し
入
っ
た
も
の
で
、東
城
町

内
だ
け
で
な
く
市
内
全
域
で
子
ど
も
た

ち
の
通
学
に
親
が
付
き
添
う
な
ど
、影
響

が
大
き
い
も
の
で
し
た
。

　

犯
人
逮
捕
に
は
、現
場
付
近
に
設
置

さ
れ
た
防
犯
ビ
デ
オ
の
映
像
が
極
め
て
有

力
な
情
報
と
な
り
ま
し
た
。捜
査
に
対

し
、多
く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

メ
ー
ル
１
１
９
サ
ー
ビ
ス
開
始

聴
覚
・
言
語
障
害
の
方
は
ぜ
ひ
登
録
を

　

通
常
の
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
聴
覚

や
言
語
に
障
害
の
あ
る
方
な
ど
が
、携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
火
災
や
救
急

な
ど
の
通
報
を
行
い
、消
防
車
や
救
急
車
の

要
請
が
で
き
る『
メ
ー
ル
１
１
９
サ
ー
ビ
ス
』

が
５
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

備
北
地
区
消
防
組
合
が
行
う
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、利
用
登
録
し
た
方
の
み
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。登
録
方
法
な
ど

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

登
録
・
申
し
込
み
方
法

　

利
用
登
録
は
、市
役
所
社
会
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
同
課・

室
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
な
お
、「
ご
利
用
案
内
」お
よ
び「
申
込

書
」は
、備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
窓
口

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

FAX
０
８
２
４

−

７
２

−

０
２
４
５

Ｅ
メ
ー
ル　
　

fukushi-syougai@
city.

shobara.hiroshim
a.jp

●
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

１
１
９
１

FAX
０
８
２
４

−

６
３

−

３
４
４
６

Ｅ
メ
ー
ル　

tuushin3@
119-bihoku.jp利用者

通信指令センター

メール送信

メール受信

　

皆
さ
ん
は
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？
健

診
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、深
刻
な
病

気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
効
果
的

な
手
段
で
す
。

　
「
ど
こ
で
受
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
忙

し
く
て
受
け
に
行
く
時
間
が
な
い
」「
健
康

だ
か
ら
受
け
な
く
て
大
丈
夫
」な
ど
、健
診

を
受
け
て
い
な
い
方
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
な
健
診
に
関
す
る

疑
問
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。

Ｑ　

健
診
は
受
け
た
ほ
う
が

　
　

い
い
の
？

　

ガ
ン
や
心
臓
病
、脳
卒
中
、糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。

　

何
か
お
か
し
い
と
気
づ
い
た
と
き
に
は
す

で
に
手
遅
れ
…
な
ん
て
こ
と
も
。そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
、健
診
は
最
低
で
も
年
１
回

は
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

�

健
診
の
判
定
に「
要
観
察
」と

あ
り
ま
す
が
、ど
う
い
う
意

味
で
す
か
？

　
「
要
観
察
」と
は
、定
期
的
に
経
過
を
見
て

い
こ
う
と
い
う
意
味
で
す
。ま
た
、項
目
に

よ
っ
て
は
生
活
習
慣
の
見
直
し
に
よ
っ
て
改

善
が
期
待
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
も
医
療
機
関
で
定
期
的
に
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

Ｑ　

�「
再
受
診
」と
な
っ
た
際
は
、

ど
こ
に
行
け
ば
い
い
の
？

　

再
受
診
と
な
っ
た
項
目
が
血
液
検
査
で
あ

れ
ば「
内
科
」、心
電
図
検
査
で
あ
れ
ば「
循

環
器
科
」と
い
う
よ
う
に
、検
査
項
目
に
よ
っ

て
受
診
す
る
科
が
異
な
り
ま
す
。

　

検
査
結
果
通
知
書
を
持
参
し
て
、か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る
場
合
は
主
治
医
に

相
談
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

市
の
特
定
健
康
診
査（
国
保
）や
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
伸
び
悩
み
の
状
態
で
す
。本

年
度
の「
人
間
ド
ッ
ク
」の
申
し
込
み
は
５
月

１
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
が
、集
団
健
診
の

申
し
込
み
は
ま
だ
可
能
で
す
。

　

年
に
１
回
の
健
診
で
自
分
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、健
康

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
健
診
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

※
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は
、集
団
健
診

会
場
の
あ
る
保
健
医
療
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
生
活
室
へ
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
師　

本
山
美
土
里

総
領
支
所
市
民
生
活
室

受けて安心・生活習慣病健診！

～健診は自分の身体の
状態を知るチャンス～

庄原市の特定健康診査、がん検診の受診率

健　　診 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 県平均
（平成２２年度）

特定健康診査 ３２．６％ ３４．８％ ３６．５％ １８．７％

肺がん検診 ２１．０％ ２２．３％ ２１．２％ １６．１％

大腸がん検診 ２０．４％ ２１．６％ ２０．７％ １５．４％

胃がん検診 １７．９％ １９．２％ １７．５％ １０．６％

乳がん検診 ２７．３％ ３０．４％ １８．５％ ２４．９％

子宮がん検診 ２１．２％ ２１．６％ ２２．５％ ２８．５％

※特定健康診査は、庄原市国保の健診受診率です。

年
に
1
度
は
健
診
を
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TOPIX
市政トピックス

企 画 課

地
元
食
材
を
活
用
し
た
新
た
な
特
産
品
の
商
品
化

技
術
移
転
調
印
式
お
よ
び
商
品
発
表
会

教 育
指 導 課

市 民
生 活 課総 務 課

新
一
年
生
は
小
・
中
い
ず
れ
も
３
０
６
人

市
内
の
各
小
・
中
学
校
で
入
学
式

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
防
止
を
図
る

高
齢
消
費
者
等
被
害
防
止
講
習
会

新
し
い
風
を
吹
き
込
み
ま
す
！

新
入
職
員
に
辞
令
交
付

　

県
立
広
島
大
学
と
和
泉
光
和
堂（
米
麦

工
房
21
め
ぐ
み
）の
共
同
研
究
に
よ
り
開
発

さ
れ
た
、庄
原
市
産
有
色
米
を
全
粒
利
用

し
た
糖
化
液
の
製
造
技
術
の
移
転
調
印
式

と
こ
れ
を
活
用
し
た
商
品
発
表
会
が
４
月

12
日
、食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
同
研
究
は
、県
立
広
島
大
学
の
研

究
者
が
所
有
す
る
知
的
資
源
と
市
内
に
あ

る
地
域
資
源
を
活
用
し
、研
究
成
果
を
商

品
化・事
業
化
へ
結
び
付
け
、地
域
へ
還
元
す

る
こ
と
で
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、市
が
実
施
し
て
い
る「
庄
原
市
県
立

広
島
大
学
研
究
開
発
助
成
事
業
」を
活
用

し
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
元
産
の
有
色
米（
古
代
米・
紫
黒
米
）

を
活
用
し
た
新
商
品「
し
ょ
う
ば
ら
い
ろ　

む
ら
さ
き
の
ゆ
め
」は
、小
麦
粉
ク
ッ
キ
ー
や

パ
ン
に
比
べ
、ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
食
物
繊
維

を
多
く
含
ん
で
い
る
こ
と
や
、紫
の
色
鮮
や

か
な
商
品
と
な
って
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、庄

原
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
米
麦
工
房
21

め
ぐ
み（
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら

内
）や
国
営
備
北
丘
陵
公
園
な
ど
で
、今
月

か
ら
本
格
的
な
販
売
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、産
学
官
連
携
や
研
究
開
発
助

成
事
業
の
成
果
な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な

商
品
化・事
業
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

下水道課・
環境政策課

災
害
時
に
迅
速
適
正
な
対
応
を
図
る
た
め
に

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
収
集
運
搬
に
関
す
る
協
力
協
定
締
結

　

市
は
、
災

害
時
に
被
災

し
た
家
屋
の

し
尿
汲
み
取

り
や
浄
化
槽

の
清
掃
･
修

繕
が
行
え
る

体
制
を
整
え

る
た
め
３
月

28
日
、市
内
の
し
尿
処
理
業
者
５
社
と
災
害

時
に
お
け
る
し
尿
な
ど
の
収
集
運
搬
業
務

に
か
か
る
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。協

定
期
間
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

29
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、協
定
期
間
中
に
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、設
置
さ
れ
る
災
害
対
策
本

部
に
よ
っ
て
被
災
家
屋
の
し
尿
汲
み
取
り
、

浄
化
槽
の
汚
泥
収
集
な
ど
の
業
務
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
場
合
、協
定
業
者
に
よ
る
応

援
協
力
を
無
償
で
受
け
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

市
は
、今
後
も
災
害
時
に
迅
速
か
つ
適
正

な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

市
内
の
小・中
学
校
入
学
式
が
４
月
６
日

に
24
校
で
、４
月
９
日
に
２
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

24
人
が
入
学
し
た
西
城
小
学
校
で
は
、

名
越
睦
子
校
長
が「『
あ
い
さ
つ
を
す
る・い

い
返
事
を
す
る・
運
動
を
す
る・
笑
顔
で
仲

良
く
す
る・
お
話
を
聞
く
』の『
あ・い・
う・

え・お
』を
頑
張
り
、一
人
一
人
が
自
分
の
よ

い
と
こ
ろ
や
持
ち
味
を
生
か
し
て
、『
学
び

いっ
ぱ
い・笑
顔
いっ
ぱ
い・元
気
いっ
ぱ
い
』に
大

き
く
伸
び
て
いっ
て
く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

西城小学校の入学式の様子

調印する滝口季彦市長

新商品を試食

記者発表の様子

基調講演する庄原警察署の沖田係長

一人一人に辞令が手渡される

　

在
校
生
94
人
を
代
表
し
て
６
年
生
の
柳

生
な
な
せ
さ
ん
が「
皆
さ
ん
が
入
学
し
て
く

る
の
を
楽
し
み
に
待
って
い
ま
し
た
。分
か
ら

な
い
こ
と
は
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。こ
れ

か
ら
一
緒
に
仲
良
く
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
言
葉
を
述
べ
、そ

の
後
、全
員
で
歓
迎
の
歌「
１
年
生
に
な
っ
た

ら（
西
城
小
学
校
バ
ー
ジ
ョン
）」を
歌
い
ま
し

た
。

　

本
年
度
、小
学
校
へ
入
学
し
た
新
１
年
生

は
市
内
全
体
で
３
０
６
人
、中
学
１
年
生
も

３
０
６
人
で
す
。

平成２４年度児童生徒数一覧表
平成２４年４月１日現在� （単位：人）

区分
学校名 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計

小
学
校

庄 原 小 学 校 ６９ ６７ ６２ ５８ ７３ ４４ ３７３
永 末 小 学 校 ６ ７ ８ １４ ９ ４ ４８
高 小 学 校 ８ ７ ８ ９ ６ １１ ４９
峰 田 小 学 校 １１ ６ ５ ５ １０ ５ ４２
板 橋 小 学 校 ２７ ２５ ２５ １７ ２３ ２０ １３７
東 小 学 校 ２７ １９ ２３ ２５ ３２ ２６ １５２
山 内 小 学 校 ９ ７ １５ ８ ９ ９ ５７
川 北 小 学 校 ２ ４ ２ ２ ３ ５ １８
西 城 小 学 校 ２４ １６ ２２ ２４ １２ ２０ １１８
美古登小学校 １６ １１ ６ １４ ２ １２ ６１
小奴可小学校 ６ ３ ３ １３ ７ ８ ４０
八 幡 小 学 校 ８ ２ ７ ５ ６ ６ ３４
粟 田 小 学 校 １ ５ ４ ３ ３ ３ １９
東 城 小 学 校 ４４ ４５ ４９ ４６ ４９ ５７ ２９０
口 南 小 学 校 ６ ９ ６ １５ １３ １２ ６１
口 北 小 学 校 ４ ５ ９ ６ ４ ６ ３４
高 野 小 学 校 １８ １５ １３ １１ ２２ １３ ９２
比 和 小 学 校 １０ ７ １２ ７ ９ １０ ５５
総 領 小 学 校 １０ １１ １４ １８ １７ １９ ８９
小 　 計 ３０６２７１２９３３００３０９２９０ １，７６９

中
学
校

庄 原 中 学 校 １５９１３３１６８ ４６０
西 城 中 学 校 ２５ ２１ ３５ ８１
東 城 中 学 校 ６０ ７３ ５４ １８７
口 和 中 学 校 １７ ２７ １７ ６１
高 野 中 学 校 １８ １８ ２２ ５８
比 和 中 学 校 １７ ５ １２ ３４
総 領 中 学 校 １０ １４ １２ ３６
小 　 計 ３０６２９１３２０ ９１７
総　合　計 ２，６８６

　

地
域
で
高
齢
者
と
日
常
的
に
接
す
る
機

会
の
多
い
民
生
委
員
児
童
委
員
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、ヘ
ル

パ
ー
、ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
等
巡

回
相
談
員
を
対

象
に
し
た「
高
齢

消
費
者
等
被
害

防
止
講
習
会
」を

３
月
９
日
、庄
原

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
と
県
が
主
催
す
る
こ
の
講
習
会
は
、日

常
の
啓
発
、被
害
の
発
見・通
報
な
ど
、消
費

者
被
害
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず「
悪
質
商
法
の
手
口
と
被
害
に
つ
い

て
」と
題
し
て
、庄
原
警
察
署
生
活
安
全
刑

事
課
の
沖
田
博
泰
係
長
が
悪
質
商
法
の
具

体
例
を
挙
げ
な
が
ら
講
演
。続
い
て
、「
消
費

者
被
害
の
防
止
と
見
守
り
に
つ
い
て
」と
題

し
て
、広
島
県
消
費
生
活
課
の
木
村
伸
一

主
幹
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

木
村
主
幹
は「
地
域
の
絆
を
強
く
し
、お

互
い
に
見
守
り
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
悪
質
な

業
者
か
ら
狙
わ
れ
に
く
い
地
域
と
な
る
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
具
体
的
な
事
例
を
聞
け
て

大
変
参
考
に
な
っ
た
。訪
問
の
際
に
は
、安
否

の
確
認
だ
け
で
は
な
く
、こ
う
いっ
た
事
例
な

ど
も
話
し
て
い
こ
う
と
思
う
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

市
民
生
活
課
は
、出
前
ト
ー
ク
な
ど
に
よ

る
啓
発
活
動
や
、契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
消

費
生
活
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。ご
相

談
は
、お
気
軽
に
庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
２
８
）

ま
で
。

　

年
度
始
め
の
４
月
２
日
、庄
原
市
役
所
で

新
入
職
員
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
採
用
職
員
は
、男
性
13
人
、女

性
７
人
の
計
20
人
。

　

式
で
滝
口
季
彦
市
長
は
一
人
一
人
に
辞

令
を
手
渡
し
、「
常
に
市
民
の
目
線
に
立
ち
、

謙
虚
な
気
持
ち
で
仕
事
に
励
ん
で
ほ
し
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
を
代
表
し
て
、女
性
児
童
課

に
配
属
さ
れ
た
岩
木
孝
憲
さ
ん
が「
全
体
の

奉
仕
者
と

し
て
誠
実

か
つ
公
正

に
職
務
を

執
行
す
る

こ
と
を
固

く
誓
い
ま

す
」
と
宣

誓
し
ま
し

た
。
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カメラレポート
ぐるっと庄原。
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Camera Report

広報2012.529

　 庄 原、尾 道、三
原、府中、竹原の５
つの市でご当地お
好み焼きの普及に
取り組む市民団体
が３月２４日、尾道
ロイヤルホテルで

「広島てっぱん同盟」を結成し、その調印式が行われまし
た。
　この広島てっぱん同盟は、お好み焼きにかかせない

「鉄板」をキーワードに、それぞれのご当地お好み焼きを
広くＰＲし、地域を盛り上げようと結成されたもので、庄
原焼きプロジェクト会議の西田学会長の呼びかけで実
現しました。当日は、湯㟢英彦広島県知事をはじめ、約

５０人の関係者が出席。庄原からは矢吹有司副市長をは
じめ、庄原焼きプロジェクト連絡会議のメンバー９人が
結成式に臨みました。
　今後は、同盟団体の連携を深めるとともに、ご当地お好
み焼きを通じて地域の魅力を全国に発信していきます。

　４月６日から１５日までの「春の全国交通安全運動」の
一環として４月９日、庄原市「高齢者交通安全大会」が庄
原市ふれあいセンターで開催されました。
　この大会は、市、庄原地区交通安全協会、庄原警察
署、庄原市老人クラブ連合会が合同で主催したもので、
近年、高齢者の人傷交通事故が増加している現状から、
一層の安全意識の高揚と普及を図り、高齢者の交通事
故防止を目的に開催されました。
　当日は、老人クラブの交通安全指導員など約１５０人
が参加。庄原警察署の谷野秀行交通課長による「高齢
者事故の現状と対策」と題した講演の中で、飲酒運転の

危険性を訴える寸劇が披露されました。また、夜間には
反射材がとても有効であると実演を交えて説明し、着用
を呼びかけました。
　最後に、庄原地区交通安全協会の谷口寿太郎分会長
が交通安全宣言
を行い、交通事故
のない、安全で快
適な庄原市の実
現を目指すとの
思いを再確認し
ました。

　４月１７日から２３日にかけて、夢街道ルネサンス認定
地区「街道東城路」の約６００㍍の区間で、各家に伝わる
ひな飾りなどが華やかに並ぶ「東城まちなみ春まつり」が
開催されました。
　期間中には市街地の桜も満開となり、三楽荘の見学
やスタンプラリー、ひな飾りの展示を楽しむ多くの人でに
ぎわいました
　オープニングセレモニーでは、子ども神楽や比婆荒神
神楽の上演、土・日には、三楽荘で琴の演奏、東城まちな
か交流施設「えびす」の野外ステージでは、吹奏楽、ギ

ター、和太鼓などの演奏で盛り上がりました。
　訪れた人は風情ある東城のまちなみの雰囲気を感じ
ながら、春の一日を満喫していました。

　しあわせづくり活動計画（庄原市地域福祉計画）を推
進する『とうじょう里山倶楽部』が３月２６日、東城の良い
ところを発見し楽しもうと、東城町菅にある徳雲寺を訪
問しました。
　とうじょう里山倶楽部は市民約２５人で構成し、①東
城の自慢を発掘し・創り・広め・お宝にしよう！②ふるさと
好きな子どもをみんなで育てよう！③「やってぇーや」
じゃのうて「やろうや～」の気持ちがあふれるまちづくり
をしよう！④誰でも気軽に集まれる基地を創ろう！を目
標に、仲間と一緒に、夢、願い、想いを語りながら、しあわ
せを感じる活動を計画、実践しています。
　当日は一般参加者も含めた３６人が、徳雲寺の由来や
歴史の講和を聞き、坐禅を体験。また、付近に住み着いた
鬼が使ったとされる「鬼臼（おにうす）」を見学したり、周

辺の山野草観察を行ったりと、身近にあるお宝を楽しく
発見、再認識する一日となりました。

REPORT2

REPORT3

REPORT5

事故防止にはより一層の安全意識を
庄原市「高齢者交通安全大会」が開催

春のまちなみの雰囲気を味わいに多くの人
東城まちなみ春まつり

身近にある“お宝”再発見
とうじょう里山倶楽部しあわせづくり活動

▲交通安全協会員による寸劇

▲あいさつする西田会長

▲報道陣へ意気込みをＰＲ

▲徳雲寺に伝わる「鬼臼」を見学する参加者

　増改築工事が進められている庄原赤十字病院の一期
棟（西棟）工事が完了し４月２１日・２２日、新病棟のお披
露目となる内覧会が行われました。
　この一期棟は、地下１階、地上７階建て。１階は患者数
が多い内科が配置され、採血・点滴が行える「中央処置
室」を隣接して設置。Ｘ線やＭＲＩなどの撮影が行える放
射線科が配置されています。２階は外科・泌尿器科・皮膚
科・耳鼻咽喉科･婦人科・麻酔科の外来と、臨床検査室、
化学療法室で構成。３階は手術室と回復室となってお
り、手術後スムーズに回復室へ入室することが可能で
す。４階は療養病棟（４１床）で、病院職員や学生が研修
や打ち合わせなどを行える空間が併設されています。

　５･６階は事務室や会議室といった事務フロア、７階は
展望の良い外来食堂となっています。
　各フロアとも幅広い通路とゆったりとしたスペースが
確保されており、開放感のあるつくりになっています。
　内覧会では、同病院の医師や看護師などが、訪れた見
学者に部屋の用途や機械設備などを丁寧に説明してい
ました。
　見学者は「すばらしい施設。よりよい医療が身近で受
けられるのは心強い」と話していました。
　なお、新病棟での診察は５月２日から始まっています。

REPORT1REPORT4 鉄板のように熱くご当地お好み焼きをＰＲ
広島てっぱん同盟が結成

最新医療と心休まる空間を備えた新病棟お披露目
庄原赤十字病院西棟竣工内覧会

▲一期棟（西棟）

▲さまざまな手術に
対応できる手術室

▲

ゆったりとした
外来フロア（２階）

▲子ども神楽が
オープニングを飾る

▲三楽荘での琴演奏
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カメラレポート
ぐるっと庄原。Camera Report

広報 2012.5 30

カメラレポート
ぐるっと庄原。
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Camera Report

広報2012.531

　国民健康保険総領診療所の所長として赴任した舛田
裕道医師が、４月２日から診療を開始しました。
　５年間勤務した永井道明前所長の後任となる舛田医
師は広島市出身。平成２１年４月から本年３月までの３年
間、庄原赤十字病院で内科医として勤務経験があり、本
年度から自治医科大学からの派遣医師として、総領地域
の医療を担います。
　診療は、高血圧・高脂血症・糖尿病などの生活習慣病
の管理を中心に、内科一般、予防接種、往診などを行いま
す。
　舛田医師は「かかりつけ医として地域のニーズに応え

られるよう、スタッフ一同頑張っていきたいと思います。気
軽にいろいろとご相談ください」と話しています。

　地元特産品を知ってもらい地域経済の活性化を
図ろうと、「高野の逸品１００プロジェクト委員会」
が、高野地域の農産物などを活用した特産品「高野
の逸品」を紹介したパンフレットを作製しました。
　同委員会は、平成２５年春の中国横断自動車道尾
道松江線の開通や、高野観光交流ターミナル「道の
駅」（仮称）の開業を見据え、「高野の逸品」を１００
アイテムそろえようと、昨年５月から活動を開始。広
島県の未来創造事業などを活用し、商品開発や商
品改良、テスト販売などを進めています。今回は、そ
の中で「高野の逸品」として認証した２８アイテムと
ともに、四季折々の高野の表情や生産者情報をパ
ンフレットに詰め込みました。
　編集した地域おこし協力隊の檀上理恵さんは「手
間を惜しまず、安全・安心にこだわった商品ばかり。
その作り手の思いが消費者に届いてほしい」と話し
ています。
　Ａ４サイズ・フルカラーの８ページで、百貨店のギフ
トカタログのように上品に仕上がったパンフレット。
今後、市内観光施設などに配布される予定です。

　口和中学校の柔道部員４人が３月２８日、顧問の吉津
宏子教諭と一緒に、登下校ルート沿いのごみ拾いを行い
ました。
　同部員は登下校中、ゴミがひどく散らかっているのに
気付き、きれいな口和であってほしいとの思いから、自分
たちで自らゴミを拾いたいと行動に移しました。
　当日は、永田のハートウイングを出発し、永田市場から
大塩方面約１㌔にわたり、２時間３０分かけて空き缶やビ
ニールごみなどを拾い歩きました。
　部員たちは「地域の方から『ありがとう』と声を掛けて
もらった時はとても嬉しかった。清掃作業をしなくていい
環境になってほしい」と話していました。

REPORT8 REPORT6自分たちのまちは自分たちできれいに
口和中柔道部員が清掃作業

晴れの日の装いを再現
しあわせ館まつりでファッションセラピー

REPORT9

REPORT7

かかりつけ医として頑張ります！
総領診療所に舛田医師が赴任

地元特産品を広くＰＲ
「高野の逸品２０１２春編」パンフレットが完成

　「ひなまつりお茶会」が３月２日、比和保育所で行われ、
園児３２人と園児の祖父母や地域の方など２８人が参加
し交流を深めました。
　当日は年長児１０人が、地域の茶道講師堀江ミツコさ
んから、お茶席での歩き方やおじぎの仕方などの作法を
教わり、実際にお茶運びを体験しました。
　園児たちは、お茶会の雰囲気に緊張した面持ちで、お
盆にのせたお茶や菓子を小さい組の園児やお客さんに
運んでいました。
　その後、みんなで一緒にひなまつりの歌を歌い、こま回
しやあやとり、お手玉などを楽しみました。

　抹茶を飲んだ園児は「ちょっと苦かったけどおいしかっ
た」と話し、参加した皆さんは「おじぎが上手で子どもた
ちがかわいかった」「毎年ひなまつり会が楽しみです」と
喜んでいました。

REPORT 10世代間でふれあい交流
比和保育所でひなまつりお茶会

▲園児たちのお点前ににっこり

▲率先してごみ拾いを行う柔道部員

▲診察する舛田裕道医師

▲パンフレットの完成を喜ぶ委員会のメンバー

▲完成したパンフレット

▲好評だった高齢者モデルの祝言行列

　庄原市西城保健福祉総合センターしあわせ館で４月
１５日、第１３回しあわせ館まつりが開催されました。
　しあわせ館まつりは、しあわせ館で活動しているボラン
ティアグループなどが、日ごろの活動の成果を発表する
展示やバザーなどを行う手づくりのイベントです。
　今年は、装うことによる心身の活性化効果が期待され
ている“ファッションセラピー”に注目。晴れの日の装い
である結婚式が、伝統的な祝言行列と現在の洋装の結
婚式､２つスタイルで再現され好評を博しました。
　地元の唄い手によって伝統の長持唱が唄われる中、し
あわせ館のステージに祝言行列が入場すると、４００人
の来館者は１００年前の祝言の雰囲気にうっとりと浸っ
ていました。
　この催しは、しあわせ館を利用している高齢者がモデ
ルとなり、地元の美容院などの協力も得て実現したもの
で、洋装結婚式の新郎新婦の年齢は､合わせて１７０歳
でした。
　しあわせ館まつり実行委員会の小谷勝行委員長は

「美しく装うことで背筋が伸び､表情が生き生きと若返っ
ていくのを見て､ファッションセラピーの効果を実感し
た。生きがいづくりの活動に取り入れていきたい」と話し
ていました。
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information

び
、４
０
０ｍ
リ
レ
ー
で
記
録
に
挑

戦
し
ま
す
。一
生
懸
命
に
競
技

す
る
選
手
へ
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

と
き　

６
月
23
日（
土
）

９
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
上
野
総
合
公

園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
４

ひ
ろ
し
ま
平
和
発
信
コ
ン
サ
ー
ト
プ
レ
・
イ

ベ
ン
ト
２
０
１
２
年
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、世
界
平

和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、国

際
拠
点
ひ
ろ
し
ま
の
創
造
を
目

指
し
て
行
う「
平
和
発
信
コ
ン

サ
ー
ト
」の
プ
レ・イ
ベ
ン
ト
と
し

て
開
催
し
ま
す
。

　

第
一
部
は
、サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス

作
曲
の「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲

第
３
番
」を
、岡
山
県
在
住
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
福
田
廉
之
介

さ
ん
と
広
島
交
響
楽
団
が
ジ
ョ

イ
ン
ト
し
ま
す
。

　

第
二
部
は
、ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク

作
曲
の「
新
世
界
」を
広
島
交
響

楽
団
が
フ
ル
メ
ン
バ
ー
で
演
奏
し

ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き　

６
月
30
日（
土
）

15
時
～（
14
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ　

 

庄
原
市
民
会
館

入
場
料　

一
般　

３
千
円

（
当
日
３
千
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下　

無
料

※
友
の
会
会
員
割
引
は
適
用
に

な
り
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。（
要
予
約
の
託
児

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

前
売
券
発
売
所　

庄
原
市
民
会
館
、ジ
ョ
イ
フ
ル
、

ザ・ビ
ッ
グ
庄
原
店
、食
彩
館
ゆ
め

さ
く
ら
、三
次
サ
ン
グ
リ
ー
ン
、Ｃ

Ｃ
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４

−

７
２

−
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４

−
７
３

−

１
１
８
９

太
鼓
ラ
イ
ブ
東
城

　

迫
力
満
点
の
和
太
鼓
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
２
日（
土
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

田
森
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

１
千
円

（
当
日
１
千
５
０
０
円
）

※
中
学
生
以
下
は
無
料

問
い
合
わ
せ

鬼
神
太
鼓（
あ
り
す
工
芸
）

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

２
４
２
６

レ
ガ
ロ
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
「
水
夢
」

　

西
城
温
水
プ
ー
ル「
水
夢
」全

館
を
利
用
し
た
、多
彩
な
ア
ト
ラ

ク
シ
ョン
や
教
室
、西
城
な
ら
で
は

の
産
物
や
水
夢
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
を
集
め
た
バ
ザ
ー
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

と
き　

６
月
３
日（
日
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ　

西
城
教
育
室　

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
４
４
５

時
悠
館
春
の
企
画
展
開
催
中

●『
縄
文
時
代
の
考
古
学

｜

帝

釈
峡
遺
跡
群
と
中
国
山
地
の
縄

文
社
会

｜

』

と
き　

６
月
24
日（
日
）ま
で

●
春
の
企
画
展
開
催
記
念
講
演

会と
き　

５
月
26
日（
土
）

14
時
～
15
時
30
分

講
師

中
越
利
夫 

時
悠
館
所
長

演
題　
「
帝
釈
峡
遺
跡
群
の
調

査
50
年
」

●
戸
井
利
彦 

日
本
画
展

　

｜

風
の
ひ
び
き

｜

　

庄
原
市
高
町
在
住
の
日
本
画

家 

戸
井
利
彦
さ
ん
が
、里
山
の

風
景
を
精
緻
な
筆
致
で
描
い
た

作
品
を
36
点
展
示
し
ま
す
。

と
き　

６
月
24
日（
日
）ま
で

問
い
合
わ
せ　

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７

−

６

−

０
１
６
１

平
成
24
年
度
土
砂
災
害
防
止

県
民
の
集
い

　

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月

間
」で
す
。土
砂
災
害
か
ら
自
分

を
守
り
、暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

土
砂
災
害
に
つ
い
て
理
解
と
関

心
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

土
砂
災
害
に
関
す
る
講
演
や

事
例
報
告
、パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

ま
す
。災
害
に
対
す
る
備
え
を

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

６
月
８
日（
金
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分（
13
時

開
場
）

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
０

比
婆
山
山
開
き

　

古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る

比
婆
山
山
開
き
で
す
。

　

夏
山
登
山
の
安
全
祈
願
神
事

や
神
楽
、田
植
踊
り
、西
城
川
太

鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、会
場
で
は

特
産
品
の
販
売
や
比
婆
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
27
日（
日
）11
時
～

と
こ
ろ

竜
王
山
駐
車
場（
西
城
町
）

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

☎
０
８
２
４

−

８
２

−

２
７
２
７

国
定
公
園　

吾
妻
山
山
開
き

　

草
花
の
宝
庫『
吾
妻
山
』の
山

開
き
は
、初
夏
の
吾
妻
山
を
彩

る
県
民
謡「
ば
い
流
し
」な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、比
婆
牛
も

も
の
丸
焼
き
、各
種
バ
ザ
ー
な
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。高
原

の
さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

６
月
３
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ　

吾
妻
山

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
２
４

−

８
５

−

３
０
０
０

生

活

相

談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］　

５
月
17
日（
木
）

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４

−

６

−

１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

人
権
相
談
（
特
設
）

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

５
月
15
日（
火
）・６
月
５
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

６
月
14
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

６
月
７
日（
木
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
口
和
地
域

と
き　

６
月
７
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　
ヒュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

●
高
野
地
域

と
き　

６
月
12
日（
火
）

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き　

６
月
１
日（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き

６
月
13
日（
水
）９
時
～
11
時

と
こ
ろ

総
領
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４

−

６
２

−

２
５
７
２

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き

５
月
17
日（
木
）・６
月
21
日（
木
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
女
性
児
童
課

女
性
子
ど
も
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き

５
月
25
日（
金
）・６
月
22
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所

市
民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７

−

２

−

５
１
３
１

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

◆［
庄
原
地
域
］

○
身
体

と
き　

６
月
11
日（
月
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆［
東
城
地
域
］

○
身
体
・
知
的

と
き　

６
月
15
日（
金
）

10
時
～
12
時

と
こ
ろ

東
城
支
所

◆［
高
野
地
域
］

○
身
体
・
知
的

と
き　

６
月
13
日（
水
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◆［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的

と
き　

６
月
５
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所（
三
次

市
十
日
市
東
）で
実
施
す
る
健

康
相
談
で
す
。事
前
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き

５
月
15
日（
火
）・６
月
19
日（
火
）

13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。相
談
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き

６
月
13
日（
水
）

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４

−

６
３

−

５
１
８
１

催

　

し

２
０
１
２
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
「
笑
顔
あ
つ
ま
れ
！
“
げ
ん

き
”と“
や
す
ら
ぎ
”の
ま
ち

し
ょ
う
ば
ら
」を
テ
ー
マ
に
今

年
も
健
康
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。

　

屋
外
会
場
で
は
、市
民
団
体

に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
や
、お
い
し
い
飲

食
店
バ
ザ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。屋
内
会
場
も
各
種
展
示
・
バ

ザ
ー
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！！

 
家
族
の
健
康
と
福
祉
に
つ
い

て
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。お
誘
い
合
っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

と
き　

５
月
20
日（
日
）

９
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館
、庄
原
市

保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−
１
１
５
８

庄
原
市
小
学
校
陸
上
競
技
記
録
会

　

市
内
19
の
小
学
校
４
～
６
年

生
が
参
加
し
、１
０
０
ｍ
、80
ｍ

ハ
ー
ド
ル
、８
０
０ｍ
、走
り
幅
跳

広島交響楽団
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戦
没
者
慰
霊
巡
拝
事
業
の
実
施

　

国
は
、昭
和
28
年
か
ら
戦
没

者
の
遺
骨
収
集
に
努
め
て
い
ま

す
。し
か
し
、す
べ
て
の
遺
骨
を

完
全
に
収
集
す
る
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
な
こ
と
か
ら
、ご
遺
族

の
ご
要
望
に
応
え
る
た
め
、旧
主

要
戦
域
と
な
っ
た
陸
上
や
遺
骨

収
集
の
望
め
な
い
海
上
な
ど
で

戦
没
者
を
慰
霊
巡
拝
す
る
事
業

を
行
って
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
を
希
望
す

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

次
の
基
準
で
選
ば
れ

た
方

①
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
ご
遺
族（
配
偶

者〈
再
婚
し
た
方
を
除
き
ま

す
〉・父
母・子・兄
弟
姉
妹
）な
ど

②
そ
の
他
、健
康
状
態
な
ど

対
象
地
域

【
旧
ソ
連
】イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
／
ザ

バ
イ
カ
ル
地
方
／
ハバ
ロ
フ
ス
ク
地

方
／
沿
海
地
方

【
中
国
】東
北
地
区

【
南
方
】東
部
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
／
北

ボ
ル
ネ
オ
／
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
／
マ

リ
ア
ナ
諸
島
／
フ
ィ
リ
ピ
ン
／

マ
ー
シ
ャ
ル・ギ
ル
バ
ー
ド
諸
島
／

硫
黄
島

参
加
費
用　

所
定
の
計
算
に
よ

る
旅
費
。そ
の
う
ち
１
／
３
が
補

助
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
１
０

そ

の

他

水
道
週
間

　
「
さ
あ
今
日
も　

水
と
元
気

が　

蛇
口
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
、全
国
一
斉
に
水
道
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、市
民
の
皆
さ
ん

に
水
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心

を
高
め
て
も
ら
い
、公
衆
衛
生
の

向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、水
道
事
業
を
よ
り

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い“
安
全
で
お
い
し
い
水
”

が
、水
源
か
ら
蛇
口
ま
で
届
く

「
水
道
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
課
庶
務
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
９
７

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
記

録
を
整
理
し
ま
し
ょ
う

　

日
ご
ろ
か
ら
農
業
用
施
設

（
農
道・
水
路・た
め
池
な
ど
）の

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、万
一
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
記
録

簿
の
整
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
か
ら
農
業
用
施
設
の
災
害

復
旧
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
点

検
記
録
簿
の
整
理
に
加
え
、維

持
管
理
作
業
写
真
が
必
要
と
な

り
ま
す
。こ
れ
ら
の
資
料
が
す
べ

て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
、国
の

募

　

集

庄
原
市
成
人
式

実
行
委
員
募
集

　

市
は
、８
月
15
日（
水
）10
時

か
ら
庄
原
市
民
会
館
で
開
催
す

る「
庄
原
市
成
人
式
」の
企
画・

運
営
を
一
緒
に
行
う
実
行
委
員

を
募
集
し
ま
す
。成
人
対
象
者

で
、成
人
式
の
企
画・
運
営
に
関

心
が
あ
り
、実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

対
象
者　

平
成
４
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
、市
内
在
住
の
人
ま

た
は
市
外
に
住
む
庄
原
市
出
身

の
人
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
８

Ｅ
メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.shobara.hiroshim

a.jp

庄
原
市
ス
ペ
シ
ャ
ル

合
唱
団
員
募
集

宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会

南
こ
う
せ
つ
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
は
８
月
７
日（
火
）に
南
こ

う
せ
つ
さ
ん
を
迎
え
て
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

求職者支援訓練生募集
　ぱるキャリアスクール三次校では、雇用保険を受給できない求職者
などを対象に、厚生労働省の認定を受けた職業訓練を実施していま
す。平成２４年６月訓練生を募集します。

募集内容
　■訓練科名　経理実務科【実践コース５カ月】
　　※認定番号　４−２３−３４−０２−０３−０２６６
　■訓練期間　６月２０日（水）～１１月１６日（金）
　■訓練時間　９時３０分～１６時１０分
　■訓練科目　�学科：�会計基礎、商業簿記基礎・応用、工業簿記、職

業人講話、安全衛生、職業能力開発基礎講習
　　　　　　　実技：�パソコン基本操作、給与・年末調整、パソコン

会計
　■受講料　無料（教材費８，５２５円程度必要）
　■定員　　１５人
　■申込締め切り　５月２５日（金）

選考方法など
　■とき　　５月３１日（木）　１０時～
　■ところ　ぱるキャリアスクール三次校
　■選考方法　面接・筆記試験
　■結果通知日　６月５日（火）

　まずは住所を管轄する公共職業安定所（ハローワーク）へご相談を！
※ハローワークへお問い合わせの際には、認定番号をお伝えください。

訓練内容に関するお問い合わせ
　ぱるキャリアスクール三次校　☎０８２４−６４−７６５４
　〒７２８−００１４　�三次市十日市南１丁目４−５ステーションプラザビル２階

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、南
こ
う
せ

つ
さ
ん
と
一
緒
に
合
唱
す
る
市

民
合
唱
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

共
演
は
２
曲
を
予
定
し
て
お

り
、主
に
個
人
練
習
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、２
回

程
度
の
合
同
練
習
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

５
月
10
日（
木
）～
30
日（
水
）

応
募
人
数　

80
人

応
募
条
件

　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住
ま

た
は
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方

で
、２
回
程
度
の
全
体
練
習
に
参

加
で
き
る
方
。個
人
、グ
ル
ー
プ

は
問
い
ま
せ
ん
。小
学
生
の
場
合

は
、保
護
者
の
同
伴
お
よ
び
送
迎

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

個
人
参
加
の
方
は
、氏
名・住

所・年
齢・電
話
番
号
、グ
ル
ー
プ

参
加
の
方
は
、ク
ル
ー
プ
名・代
表

者
氏
名・住
所・連
絡
先・参
加
人

数・参
加
者
全
員
の
氏
名・年
齢

を
明
記
の
上
、生
涯
学
習
課
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、抽
選
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
８
９

FAX
０
８
２
４

−

７
３

−

１
２
５
４

高
原
の
家
七
塚

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

●
薬
草
探
険
と
薬
膳
料
理

　

七
塚
原
に
自
生
し
て
い
る
薬

草
の
観
察
と
健
康
薬
膳
料
理
の

作
り
方
を
学
び
ま
す
。

と
き

６
月
２
日（
土
）～
３
日（
日
）

１
泊
２
日

と
こ
ろ　

高
原
の
家
七
塚

講
師

安
田
女
子
大
学
薬
学
部
教
授　

神
田
博
史
さ
ん

薬
膳
料
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

木
元
典
子
さ
ん

対
象
者　

成
人
男
女

募
集
人
数　

50
人

参
加
費　

８
千
円

申
込
締
め
切
り

５
月
26
日（
土
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
原
の
家
七
塚

☎
０
８
２
４

−

７
５

−
２
０
３
３

FAX
０
８
２
４

−

７
４

−
０
８
２
７

『自動車税は５月３１日までに納めましょう』

納税は安全・便利な口座振替で！
電子納付・コンビニ納付もできます

自動車税に関する問い合わせ
広島県北部県税事務所
☎０８２４−６３−５１８１　内線３１３３　３１３４　３１３５

災
害
査
定
時
に
採
択
さ
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、点
検
記
録
簿
の
参
考
様

式
は
農
村
整
備
課
ま
た
は
各
支

所
環
境
建
設
室・産
業
建
設
室
に

（１袋は３０㎏・消費税込み）
作業区分 単位 条件など 金　額 備　考

農 作 業 賃 金
（ 賄 い な し ）

１日 男女共実働８時間 ８，０００円
１時間 男女共 １，０００円

耕 起 １０ａ 通　常 ７，２００円

代 か き １０ａ
植代かき １１，０００円 ※１
荒がき ３，４００円 ※２

田 植 機 １０ａ 手直しなし ７，２００円
防 除 １０ａ 農薬代は別 ２，１００円
コ ン バ イ ン １０ａ 一連作業 ２３，５００円 ※３
乾 燥 調 整 １袋 うるち生もみ １，２６０円 水分２５％まで

調 整 の み １袋
うるちもみ ７００円
もちもみ １，０００円

も み 殻 処 理 １袋 　 １０円
も み 運 搬 料 １０ａ バラもみ ３，５００円

※１　植代かきとは、田んぼを田植えができる状態までかく作業をいいます。
※２　荒がきとは、植代かきの日以前に、軽く代かきする作業をいいます。
※３　�秋の収穫作業において、倒伏・強湿田は追加料金が必要となる場合があります。
実際の運用では、地域差、作業時間などを考慮して双方でよく話し合って決めてください。

あ
り
ま
す
。ま
た
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

農
村
整
備
課
耕
地
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
３
６問い合わせ　農業委員会事務局　☎０８２４−７３−１１３３

平成 24 年度　標準農作業料金
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花
の
広
場

　

花
の
広
場
で
は「
花
で
花
を
描

い
た
花
っ
子
か
だ
ん
」を
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。公
園
に
咲
く

季
節
の
花「
ス
イ
セ
ン
」「
サ
ク
ラ
」

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」「
ヒ
マ
ワ
リ
」「
コ

ス
モ
ス
」と
、庄
原
の「
セ
ツ
ブ
ン
ソ

ウ
」「
フ
ク
ジ
ュソ
ウ
」を
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
見
立
て
、こ
の
イ
ラ
ス
ト

を
ビ
オ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
で
色

分
け
し
て
表
現
し
ま
し
た
。か
わ

い
ら
し
い
表
情
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

今
年
は
新
た
に「
ネ
モ
フ
ィ
ラ

の
丘
」が
新
登
場
し
ま
す（
第
２

駐
車
場
か
ら
徒
歩
３
分
）。

　

淡
い
ブ
ル
ー
の
花
が
愛
ら
し
い

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
花
景
色
も
、ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
主
な
花
の
見
ご
ろ

ネ
モ
フ
ィ
ラ　

30
万
９
千
本

４
月
下
旬
～
５
月
下
旬　

ワ
ス
レ
ナ
グ
サ　

11
万
１
千
本　

４
月
中
旬
～
６
月
中
旬

ハ
ナ
ビ
シ
ソ
ウ　

11
万
５
千
本　

５
月
中
旬
～
６
月
上
旬

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー

10
万
２
千
本

５
月
上
旬
～
６
月
上
旬

初夏の
花咲く公園
問い合わせ　備北公園管理センター
☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

備北
丘陵公園
だより

シ
ャ
ー
レ
ポ
ピ
ー　

９
万
本

５
月
下
旬
～
６
月
上
旬

※
見
ご
ろ
は
天
候
に
よ
り
変
化

し
ま
す
。古

代
た
た
ら

鉄
づ
く
り
体
験

と
き

５
月
12
日（
土
）～
13
日（
日
）

　

古
代
か
ら
伝
わ
る
製
鉄
技
法

を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト「
古
代
た

た
ら
鉄
づ
く
り
体
験
」を
開
催

し
ま
す
。

　

さ
と
や
ま
古
代
た
た
ら
倶
楽

部
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、各
地
か

ら
の
参
加
者
と
共
に
、真
っ
赤
に

焼
け
た
鉄
の
塊（
ケ
ラ
）を
産
み
出

す
一
連
の
工
程
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月下旬～６月上旬

（要予約）

あっぱれ
庄原
全国レベルの大会出場
者、全国・県レベルの大
会、市が共催する各種大
会などの上位入賞者を掲
載します。（敬称略）

県
大
会
な
ど

広
島
県
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会

（
３
月
20
日・
広
島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
）

●
演
技
競
技

小
学
４
年
生
以
下
の
部

準
優
勝　

吹
田　

真
奈（
東
小
４
年
）　

久
保　

春
喜（
西
城
小
４
年
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
４
月
号
16
ペ
ー
ジ『
庄
原

市
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業

検
証
委
員
会
を
設
置
』の
記
事

の
中
で“『
補
助
金
等
に
係
る
予

算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
』第
11
条
第
２
項
に
、「
間

接
補
助
事
業
者
は『
善
良
な
管

理
者
の
注
意
を
も
っ
て
間
接
補

助
事
業
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
』」〟と
記
載
し
ま
し
た

が
、正
し
く
は“『
補
助
金
等
に

係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
』第
11
条
第
１
項

に
、「
補
助
事
業
者
は『
善
良
な

管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
補
助

事
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』」〟で
し
た
。訂
正
し
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

第
４
位

稲
里　

孝
美（
西
城
小
３
年
）

上
貝　

真
帆（
東
城
小
３
年
）

高
校
生
の
部

優
勝

森
本
真
由
子（
庄
原
実
業
高
２
年
）

成
年
の
部

第
３
位

木
村　

辰
也（
西
城
町
）

田
頭　

美
香（
西
城
町
）

●
試
合
競
技

小
学
４
年
生
以
下
の
部

優
勝

久
保　

春
喜（
西
城
小
４
年
）

第
５
位

吹
田　

真
奈（
東
小
４
年
）

中
学
生
男
子
の
部

優
勝

久
保　

寛
明（
西
城
中
１
年
）

高
校
生
の
部

第
３
位

森
本
真
由
子（
庄
原
実
業
高
２
年
）

高
校
生
以
上
男
子
の
部

優
勝

足
立　

龍
邦（
庄
原
格
致
高
２
年
）

第
４
位

木
村　

辰
也（
西
城
町
）

庄
原
市
文
芸
大
賞

大
賞

ふ
く
ば
ま
つ
こ（
現
代
詩・板
橋
町
）

家
島　

晶
子（
短
歌・口
和
町
）

森
岡　

徹
之（
俳
句・川
手
町
）

林　
　

武
志（
川
柳・川
手
町
）

佳
作

林　
　

武
志（
短
編
小
説・川
手
町
）

坂
村　

幸
子（
現
代
詩・山
内
町
）

赤
堀　

幸
子（
現
代
詩・高
町
）

本年度は浄化槽の
効率化検査の年です

　浄化槽を使用する場合、適正な維持
管理のため、毎年定期的な保守点検
や清掃、法定検査が必要です。
　法定検査は毎年１回の受検が義務
付けられており、５年間で効率化検査を
４回、ガイドライン検査が１回実施（１０
人槽以下の場合）されています。平成
２４年度～平成２７年度までは効率化
検査の年にあたりますので、必ず検査
を受けてください。

効率化検査機関

社団法人広島県浄化槽維持管理協会

効率化検査料（１０人槽以下の場合）

単独・合併浄化槽いずれも　５，０００円

問い合わせ　下水道課管理係
☎０８２４−７３−１１７５

植
原　

初
枝（
短
歌・高
野
町
）

八
谷　

賀
代（
短
歌・高
野
町
）

池
上
恵
美
子（
俳
句・高
町
）

横
山　

悦
生（
俳
句・市
町
）

中
原　

幹
枝（
川
柳・新
庄
町
）

城
田　

一
雄（
川
柳・川
手
町
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
９

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平
日
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
ス
ス
メ

　

貸
自
転
車
１
日
乗
り
放
題

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。お
気
に
入
り
の
場
所
を
巡
る

『
ポ
タ
リ
ン
グ（
自
転
車
散
歩
）」

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

２
時
間
ま
で
の
基
本
料
金
で
、

１
日
自
転
車
乗
り
放
題
で
す
。

●
料
金　

�

大
人
２
５
０
円

　
　
　
　

�

小
人
１
０
０
円

※
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
、オ
ー

ト
ビ
レッ
ジ
貸
自
転
車
は
対
象
外

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
期
間

　

４
月
３
日
～
11
月
30
日
お
よ

び
平
成
25
年
３
月
１
日
～
31
日

の
平
日
の
み

※
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
日
程
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

アイスランドポピー

ネモフィラ
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information

広報日記
　期待を胸に庄原赤十字病院一期棟の内覧会に行きまし
たが、予想以上のものに思わず「お～、ほ～」と声を上げて
いました。最新医療機器や各室の設備などはもちろんです
が、特に、患者さんが快適に受診できるよう考えられた、ゆっ
たりとした空間が好印象でした。市内でよりよい医療が受け
られることは私たちの願いです。今後整備される二期棟や
隣接して整備が予定されている休日急患センターにも注目
したいと思います。奥

　年間３万人を超える自殺者のうち、平成２２年では男性が２２，２８３
人、女性が９，４０７人と７割以上を男性が占めています。また、その原
因として、男性は女性に比べ「経済・生活」「勤務」の問題が大変多
く、仕事や経済的な負担が男性に偏っていると考えられます。
　男性自身も「男は弱音を吐いてはいけない」「男は仕事」という意
識に縛られることなく、男女が共に支え合いながら、生きやすい社会
を作っていきたいですね。

５月・６月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。
なお、手続きには認印が必要ですので、持参してください。

※飼い犬・猫の引き取りは有料です。

犬・猫の引き取り
問環境政策課　☎0824-72-1398

問女性児童課　☎0824-73-0051
男女共同参画コーナー

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？
あなたの不安な気持ちをお話ください。
〈〈家族や友人が心配な方もご相談できます。〉〉

人の動き
平成24年３月末日現在

［住民基本台帳登載人口］
人口　３９，５３３人（前年比－６９３人）
男　　１８，７８１人（前年比－３４５人）
女　　２０，７５２人（前年比－３４８人）
世帯数　１５，８５４世帯（前年比－１２４世帯）

［外国人登録人口］
○人口　３１５人（前年比－７人）

ふれあい市長室の日程
問情報政策課広報広聴係☎0824-73-1159

とき　　６月１０日（日）９時～１２時
ところ　本庁３階　市長室
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、
事業担当課へお願いします。

引き取り日 時　　間 場　　所
庄原
地域 毎月第２･４水曜日

５月９日・２３日
６月１３日・２７日

  ９：００～  ９：３０ 市役所車庫

東城
地域 １０：４０～１１：１０ 東城支所

正面駐車場

自殺者の男女比＝男性７：女性３
男性にとっての男女共同参画

広島県西部こども
家庭センター

☎082−254−0391 月～金
10:00〜 17:00

休日夜間電話相談
☎082−254−0399

月～金
17:00〜 20:00
土日祝
10:00〜 17:00

広島県北部こども
家庭センター

☎0824−63−5181
（代）内線2313

月～金
10:00〜 17:00

庄原市役所 女性児童課 女性子ども支援係
☎０８２４−７３−１２４３（月～金 ９：００～１７：００ 年末年始・祝日除く）

と　き　５月２８日（月）１２時１５分～５５分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　川口　文（チェロ）
　　　　戸田　真理（ピアノ）
曲　目　サン・サーンス作曲「白鳥」・
　　　　ヘンデル作曲「ラルゴ」ほか
川
かわぐち

口　文
あや

・・・京都市立芸術大学音楽学部卒業。「黒沼
俊夫と若きチェリストたち」の公演に出演するほか、広島
アカデミー合奏団定期演奏会でＪ．Ｃ．バッハのチェロ協奏
曲を協演する。現在、広島アカデミー合奏団員。両親が
庄原市出身。

戸
と だ

田　真
ま り

理・・・京都市立芸術大学音楽学部ピアノ科
卒業。米国ワイオミング州立大学大学院に３年間在籍。
１９９２年ドロシー・Ａ・アンダーソン国際ピアノコンクール
（米国）で第三位に入賞。現在、広島文教女子大学非
常勤講師ほか。

問生涯学習課文化振興係☎0824-73-1189
市役所ロビーコンサート

献血をつぎのとおり実施します。皆さんのご協力をお願いします。

献血のご案内
問保健医療課医療予防係☎0824-73-1155

★６月の展示案内★
脇坂より子里呼織工房作品展
８日（金）～ 10 日（日）10 時～ 17 時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
　※�展示を希望される団体（または個人）はお申
し込みください。使用料はいりません。

毎月９日は、しょうばら九日市
出店者募集中！あなたのお店を開こう。
毎月 20 日が出店申込締め切りです。
申し込みは　交流サロンラッキー

☎ 0824-72-0075
　　　と　き　６月９日（土）10 時〜 14 時
　　　ところ　中本町商店街周辺
　　　　　　　（のぼりが目印）
詳しくはHPでhttp://kunchi-ichi.main.jp

☎0824-75-4411

しょうばら九日市

市民ギャラリー「アート多愛夢」
情報BOX

６月

【５月～６月のイベント情報】

▼ゆめさくら講座
○かずら教室

「取っ手付きかごを編む」
　とき　５月１８日（金）　９時３０分～１２時
　参加費　２,３００円　定員　１５人
○草木染め教室

「エプロンを染める」
　とき　５月２８日（月）
　　朝の部　９時３０分～１２時
　　昼の部　１３時３０分～１６時３０分
　参加費　４,９００円　定員　各１０人

▼展示・その他
○山野草展示会
　とき　５月１１日(金) ～１３日(日)
○ステンドグラス展
　とき　５月１６日(水) ～２７日(日)
○ 糀

こうじ

料理教室
　とき　５月３０日(水)　１３時～１５時３０分
　定員　１０人

　いつも皆さんが踏みしめている地面ですが、その下はどうなってい
るのでしょうか？
　庄原市の北部に位置している高野、西城、比和地域は、島根県
大田市に位置している三瓶山の火山噴火物が多量に堆積している
地域として知られています。
　この地域でよく見られる黒ボク土は、約１万年前から数千年前に
降った三瓶の火山灰とその風化土壌です。さらにその下は、吉備土
と呼ばれる土が堆積していて、これも三瓶の火山噴火物と言われて
います。約１万６千年前に降ったとされる三瓶浮布火山灰（テフラ）、
約５万年前に降ったとされる三瓶池田火山灰（テフラ）がこれに当た
ります。約３万年前には鹿児島から火山灰が降ってきた（姶良Ｔｎ火
山灰）こともわかっています。そして、そのさらに下の地層には鯨など
の化石が眠っています。
　普段は何気なく踏みしめている地面は、実はこのような状態になっ
ています。
　７月には、このような化石や岩石のことを分かりやすく展示する「地
学分館」がオープンしますので、皆さん楽しみにしておいてください。

地質のはなし

休日診療のご案内

●庄原地域
月　日 診療所名 電話番号

５月 13 日（日） 戸谷医院 ０８２４−７２−３１３１
20 日（日） 児玉医院 ０８２４−７２−０１４７
27 日（日） 林医院 ０８２４−７２−０１２１

６月３日（日） 庄原赤十字病院 ０８２４−７２−３１１１
●東城地域

月　日 診療所名 電話番号
５月 13 日（日） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５

20 日（日） 細川医院 ０８４７７−２−００５４
27 日（日） 東城病院 ０８４７７−２−２１５０

６月３日（日） こぶしの里病院 ０８４７７−２−５２５５

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。

実施日 会場 受付時間
５月２９日（火） 広島県立農業技術大学校 １０時～１１時３０分
５月２９日（火） 土井木工（株）庄原工場 １３時３０分～１５時
６月４日（月） 比和文化会館 １１時３０分～１５時
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0
H1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

男性 女性 総数

男女別自殺者の推移 H22自殺の原因・動機割合
（人）

男性

女性

経済・生活
7.2％

経済・生活
29.0％

家庭
16.2％

家庭
12.3％

勤務 2.6％

勤務 10.0％

男女 3.9％ 学校 0.9％
その他 4.1％

健康
65.1％

健康
39.6％

男女 3.1％ 学校 1.2％
その他 4.8％31,690

22,283

9,407

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005
開館　９時～17時（年末年始休館）

市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎ 0824-73-1145
●下水道課管理係　☎ 0824-73-1175
●水道課庶務係　　☎ 0824-73-1197

三瓶浮布テフラ

古　土　壌

古　土　壌

古　土　壌

約 2.8 〜 3.0 万年前

三瓶池田テフラ

約 1.6 万年前

姶良 Tn 火山灰

約 5.0 万年前
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庄原産の食材を扱うお店を応援します！

板橋町 167－1
0824-72-1130
8:00 ～ 23:00
年中無休（不定休）
http：//ameblo.jp/stardust-1130/
（店長ブログ）

★店長の水上晋一さんに聞きました★

●なぜ、地産地消推進店に登録しようと思ったのですか？
　祖母の家が農家で、米や野菜を一緒に作っています。
　安全でおいしい食材が利用できるので、皆さんに食べ
ていただきたいと思います。

●お店のこだわりは？
　浜田と尾道の魚や干物・イケスの活魚貝類、モーニン
グやランチもあり、朝から夜まで利用できます。

　また、日本酒（10 種）、焼酎（50 種）、梅酒（30 種）
と多数そろえています。自家製の食材とともにご賞
味ください。

●皆さんへひと言
　魚料理を中心に、おいしい料理・めずらしい酒
類をたくさん用意しており、2～ 40 人までの宴
会もできますので、ぜひお越しください。
　ブログには、仕入れ状況なども書いております
ので、ご覧ください。

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎0824-73-1255）まで。

おいしいも
のは

店
進
推

消地
産地

市
原
庄

地元にある
!!

登録
第7号店スターダスト

                                            
米・野菜

所
☎
営

取り扱う市内産食材

スターダスト御膳（デザート付）

庄原市役所

庄原駅JR 芸備線

至広島中国自動車道庄原 IC
至
大
阪

庄原中学校

183

休
HP

応
募
方
法

　

写
真
を
通
し
て
庄
原
市
の
魅

力
を
再
発
見
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。風
景
写
真
は
も
ち
ろ
ん
人
物

写
真
で
も
結
構
で
す
。あ
な
た
の

好
き
な
庄
原
市
の
風
景
を
写
真

で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

こ
の
写
真
へ
の
思
い
や
撮
影
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
２
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
先

〒
７
２
７

−

８
５
０
１

庄
原
市
中
本
町
一
丁
目
10
番
１
号

庄
原
市
情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

☎
０
８
２
４

−

７
３

−

１
１
５
９

メ
ー
ル　

koho@
city.shobara.

hiroshim
a.jp
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し
ょ
う
ば
ら百
景

SHOBARA
HYAKKEI

　

過
疎
の
村
と
は
い
え
田
植
え
の
季
節
に
な
る

と「
サ
」の
付
く
言
葉
で
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま

す
。

　

桜
、早
乙
女
、早
苗
、五
月
、五
月
雨・・・

　
「
サ
」は
日
本
古
来
の
田
ん
ぼ
の
神
様
を
意

味
す
る
と
か
。か
つ
て
は
ど
こ
で
も
田
の
神
サ
ン

バ
イ
を
迎
え
て
田
植
え
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。

　

東
城
町
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
で
は
、今
で

も
田
の
窪
隅
に
サ
ン
バ
イ
の
森（
祠
）を
つ
く
り
、

田
の
神
を
迎
え
て
田
植
え
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。早
乙
女
と
サ
ゲ
の
若
者
た
ち
の
清
楚
な
姿

が
印
象
的
で
す
。

「
き
ょ
う
は
こ
の
田
を
浄
め
て
何
を
す
る

田
の
神
様
を
迎
え
る
よ
」

高
柴　

順
紀（
東
城
町
）　

塩
原
の
大
山
供
養
田
植


